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楊牙児奇獄
一
　
文久訳のオランダ探偵小説（ 「和蘭美政録」 ）
二
　
イェー・ベー・クリステメイエル原作
　　
『ヨンケル・ファン・ロデレイケ一件
　　
―
別名
　
喜劇の表
タイトル
題によって
　　
発覚した二重殺人事件』
　　　 　　　　　
宮永
　
孝訳
一
　
文久訳のオランダ探偵小説（ 「和蘭美政録」 ）
探偵小説とはなにか。それは一種の通俗文学であり、犯人または事件（ふつう殺人事件）の真相などを、主人公である探偵が解明する小説であ
る。世界で最初の探偵小説は、ふつうエドガー・アラン・ポー（一八〇九～四九、アメリカの詩人・短篇作家）の「モルグ街の殺人事件」 （一八四一年四月、 『グレアムズ雑誌』に発表）をもって嚆
こう
矢し
とされる。
探偵小説の鼻祖と目されるポーは、フランソワ・ウージェーヌ・ヴィドック（一七七五～一八五七、もと冒険家であり、のちにフランス警察の
刑事部長になる）の『回
メモワー ル
想録』から影響をうけたと考えられている。ヴィドックは一八一七年に、昔の悪党仲間をあつめてパリにおいて世界では
じめて刑事部を組織したが、のち押し込み強盗事件にかかわり免職になり、貧困と不遇のうちに一生をおえた。《研究ノート》
宮永
　
孝
楊ヨンケル
牙児奇獄
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ポーの先の探偵小説が活字となる二十年ほど前に、オランダにおいてちゃんとした探偵小説が存在
したのである。が、オランダ語といった特異な言語のせいか、世間の注意をほとんど惹かず、また大して問題にもされず、こんにちに至っている。
筆者が本学の専任教員になってまだ日が浅いころ、雑誌『法政』 （十巻五号、昭和
58・
6）に「オ
ランダ探偵小説移入考」 （二～一一頁）と題する小論を発表し、新説を若干提示したことがあった。が、最近、この移入考とかかわりが深い珍籍（蘭書）を海外から何冊か入手できたので、先に発表した研究の誤記の訂正と補遣 して、ふたたび筆をおこすことにした。
＊
わが国において、探偵小説の元祖と目されているポーの名がはじめて活字となって紙上の現われたのは、 「詩人金を借る策」 （ 『東京日々新聞』
明治
14・
5・
27付）であり
（
1）
、本邦初の探偵小説
―
饗庭篁村訳「ルーモングの
人ひと
殺ごろ
し」 （ 「モング街殺人事件」の翻案）が、 『読売新聞付録」に掲
載されたのは、六年後の明治二十年十二月十四日のことであった。しかし、これより二十五年前の文久元年（一八六一）六月に、オランダの探偵小説の邦訳が完成していた。
文久元年には、ロシア艦が対馬を占領するといった事件がおこり、水戸藩士らがイギリス公使館（高輪・東禅寺）を襲撃したり、皇女和宮が降
嫁のため東下している。例の生麦事件がおこる一年前のことである。
このオランダ探偵小説の標題は、「和
オランダ
蘭美
び
政せい
録ろく
」
といった。訳者は神田孝
たか
平ひら
（一八三〇～九八、明治期の啓蒙的官僚学者、当時、芝の会津藩中屋敷でオランダ語と数学をおしえていた。文久二年
蕃書調所教授出没となった）である。それは半紙半
はん
截さい
の薄
うす
葉は
紙がみ
に訳したもので、この自筆本には、長い序文がついていた。
左ニ掲
かかげ
ル所ノ二篇ハ
　
三十余年前我
わが
翻訳ノ草稿ナリ。原書ハ和蘭文ニテ
　
種々ナル訟
しょう
獄ごく
（裁判事件）ノ奇案ヲ輯
しゅう
録ろく
セルモノナルガ、此ニ編
あんだ
ハ此中ヨリ
晩年の神田孝平
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抄出シタルナリ。一時為
ため
ニスルコトアリテ
　
為ナ
シタル業ニテ、深ク心ヲ留メズ、偶
たま
人たま
ノ借
かり
去さ
ルニ任
まか
セ
其その
所しょ
在ざい
ヲモ失ヒタリシニ……
注・ルビおよび（
　
）内は、引用者による。
原書は、オランダの著述家ヤン・バスティアン・クリステメイエル（一七九四～一八七二）の『体刑の執行の物語のうちの重要な場面……』
（一八三〇年刊）である。が、訳者はいつごろ原本にふれたかについては何も語っていない。クリステメイエルの探偵小説は、幕末にわが国に移入されたようであり、安政元年（一八五四）七月ごろ、長崎・出島の簿記係イェー・アー・ヘー・バスレの手を経て国内に入った。鍋島家の洋書の仕 れ帳に、つぎのようにある。
一
　
ベラングレイケタフェレーレン
　　　　
一部
但ただし
一冊
　　　　　
ォイトデゲシキーデニス
　　
但
　
囃そう
書しょ
　　
嘉永七年
　　
「当寅阿蘭陀船持
もち
渡わたり
候そう
書そう
籍銘書」
　　
寅閏七月
注・武雄市教育委員会が作成したマイクロフィルムより。 「ベラングレイケタフェレーレンォイトデゲシキーデニス」は、
B
elangrijke （…）
uit de geschiedenis( …
) をよんだものである。
訳者によると、いっとき必要があって訳筆をとったが、稿本は上
じょう
梓し
されることなく放置しておいた。のちにその原稿を人に貸したが、それっき
り紛失してしまったという。「和蘭美政録」の中に収めてあったのは、 「ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件」と題する短篇が一つだけであった。そしてこの写本を後年、本郷の某古書店で
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みつけたのは、吉野作造（一八七八～一九三三、明治から昭和期の政治学者）であった。
それは大正十年（一九二一）の冬のことであり、当時吉野は東大教授であった。かれはそのころ、明治初期の政治関連文献をあつめることに熱
中していた
（
2）
。この写本を政治関係のものと思い、すぐ求め、家にもち帰ると、さっそくよんでみた。表紙をめくると、 「神田楽山訳」とあり、巻
尾をみると、
文久元年
辛かのと
酉とり
六月十四日成
なる
　　
謄写於手塚氏北窓下
とあった。
このとき吉野は、 「楽山」とは神田孝平の別号であろうと推定した。吉野は筆写が文久元年 れば、翻訳も であろうと考えた。神田は『和蘭政典』を訳しておるので、吉野はその姉妹篇 オランダの政治に関する稿本であると速断して購いもとめたのであるが、よんでみ
ると、何のことない、政治とは没交渉の探偵小説であることを知って一時は失望した。
しかし、神田先生が“筆のすさび”に訳したものだとすると、別のいみでおも ろいと思い直して、 「楽山」の号を 伝記で調べてみたがわか
らなかった
（
3）
。そこで孝平の養嗣子・神田乃
ない
武ぶ
（一八五七～一九二三、明治・大正期の英学者）に照会の手紙をだしたら、よくわからぬ、といった
返書がきた。
やがて第二信が届いた。父の遺稿を収めた土蔵を捜してみたら 箱の中からこんなものが出てきた、と って孝平自筆のオランダの短篇小説の
稿本「和蘭美政録」と「青騎兵
並ならびに
右家族共吟味一件」の二冊が添えてあった。ここにおいて、 「楽山」とは神田孝平であることが判明した。
神田孝平は、岐阜のひとである 名は孟
つとむ
恪、号は淡崖。孝平は通称である。幼いときから学を好み、村儒について習字や素読をうけ、のち京や
江戸において漢学や蘭学をまなんだ。が、苦行苦学をきわめた。蘭学の修業についていえば、嘉永六年（一八五三）七月まず杉田成
せい
卿けい
（一八一七
～五九、江戸後期の蘭学者）の門に入り、薪
しん
水すい
の労をとりながら
（
4）
オランダ語をまなび、翌安政元年（一八五四）伊東玄朴の塾に転じ、同二年（一
八五五）手塚律
りつ
蔵ぞう
の「又新塾」に入り修業した。
神田は三たび師匠を換えたが、 「和蘭美政録」を訳しおえたのは、手塚律 （一八二三～七八、幕末・維新期の蘭・英学者、のち外務省出仕）
の塾に寄宿していたころである。
晩年の神田をその自宅に訪ねた鳥居
龍りゅう
蔵ぞう
（一八七〇～一九五三、明治から昭和期にかけての考古学者・人類学者）によると、孝平はあまり大
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きな体つきの人ではなかった。顔は丸顔で、いくらか赤味を帯びていて、天神ひげ（両端に下がったひげ）をはやしていたという（ 「私と神田孝平先生」 『武蔵野』第十一巻第一号所収、昭和
3・
1） 。
さて、 「和蘭美政録」
―
別名「ヨンケル・ファン・ロデレイケ一件」とは、どのような物語なのか。その梗概について語ると、こうである。
ベルギーのある町の大学に学ぶ、ヨンケル・ファン・ロデレイケという貴族の学生は、冬休みに帰省するとき、吹雪のなかをスケート靴をはい
て出発した。が、旅の途中で足にけがをし、Ｒ
エル
……村の旅館に一夜の宿をもとめた。夕食をすませ、二階の寝室に案内され、しばらくすると、家
の裏手にあるトイレに用たしに行くため屋外に出た。
しかし、屋内にもどるとき、誤ってちがった部屋のドアを開けてしまい、そこに敷物に包まれた死体を発見し、周章ろうばいする。それは宿屋
の夫婦が殺したレース商人の死体であった。偶然死体をみつけたヨンケルは、殺されるとおもい命ごいをするのだが、結局口封じのため殺され、氷結した川の穴の中に投げ込まれる。
事件は迷宮入りかにみえたが、被害者 学友が二年後、たまたまその宿で休息したとき、机の引き出しの中に、ヨンケルがラテン語でかいた遺
書を発見し、これがきっかけとなって、宿の主人夫婦と下男の犯罪が露見し、犯人らは逮捕されのちに死刑になる。
翻訳の原本もなかなか出てこなかった。神田家に尋ねても原本らしものは無いという。吉野の友人・木村毅
き
（一八九四～一九七九、大正・昭和
期の評論家、明治文化研究家、のち東京都参与 早大政経学部講師
（
5）
）などは、原書について大きな関心をもち、渡欧の折に熱心に調査の端緒をえ
ることに努力したが、目的を達することができなかった。
昭和五年（一九三〇）の暮れ
―
吉野作造は、東京帝大の僚友・高
たか
木ぎ
八や
尺さか
（一八八九～一九八四、昭和期のアメリカ史家、神田乃武の次男）が
祖父（孝平）の稿本や蔵 整理 大学に寄付する き、これを検分した。そのとき、図らずも「千八百三十年刊行
　
死刑彙
い
案あん
」
と毛筆でしたためた題
だい
簽せん
のついた一冊が眼にとまった。
ハテナと思って頁
ページ
をめくると、現れたのは「ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件」と「青騎兵並右家族吟味一件」などを収めた原本
4
であった。
思ったとおり、原本も神田家にあったのである。この発見に驚喜を覚え のは、吉野や高木だけ とどまらなかった。吉野は早速大学の研究室よ
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り木村毅にはがきを出した。当時、木村は西大久保四十七番地に住んでいた。
本日
　
神田孝平先生の遺書の残りのものを検分中
  不ふ
図と
和蘭美政録の原本発見
　　
書名
　
B
elangrijke T
afereelen uit G
eschiedenis, der L
ifstrafflijke 
R
egtsplegling
　　
著者
　
J.B
.C
hristem
eijer
　　
刊行年
　
1830.X
. (U
ママ
trecht)
総計十一の話を集めてあるが、
其その
八がヨンケル
　
第九が青騎兵
　
神田先生は
この原書に死刑彙案と題して居る
　
該書はいづれ帝大図書館に寄附になる筈
　
十二月二十二日
近い中
うち
遊びに上ります
注・ 『吉野作造選集
　
別巻』 （岩波書店、平成九年三月刊） 、六三頁。原書は
帝大図書館に寄贈されなかったようである。
なお、当日
―
昭和五年（一九三〇）十二月二十二日付の吉野作造の日記をみると、つぎのような記述がみられる。
（前文略）来客去つて
後のち
　
高木八尺君の
室へや
にゆき故神田孝平先生遺愛の蔵書（大部分は
既すで
に両三年前
　
村口書店を通して売り出さる）を検分す
　
いろ
〳〵面白いものあつたが、何よりも
し
うれ
かつたのは
　
例の和蘭美政録の原書が見
み
付つ
かつたこと也
なり
書名は
B
elagrijke T
afereelen uit de G
eschiedenis der L
ijf-straffelijke R
egtspleging　
一八三〇年十月ウト
レマ
ヒマ
ト刊行
　
著者は
 J.B
.C
hristem
eijer  総計
十
ママ一
の話を集めてあるが
　
其八が
　
D
e Jonker van R
oderijcke　
其九が
　
D
e blaam
ve R
uiter en zijn H
uisgezin　
即すなわ
ちこの二篇が神田先生によりて訳され
たのである
多年探して居つた原本の現はれたことは何よりの喜びである。
注・ 『吉野作造選集
　
15』 （岩波書店、平成八年十月） 、二四一頁。
J. B.クリステメイエルの原本に張りつけ
た神田孝平自筆の題簽。（『新書年』昭和6・
4）より。
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わたしは神田孝平が、オランダの探偵小説二篇を翻訳するにあたって依拠した原本とおなじ版本を最近入手した。本の大きさは
27㎝×
12.5㎝、厚
さ約
3.3㎝である。総ページは、四二四である（写真参照） 。
表紙には、つぎのようにある。
B
elangrijke T
afereelen
uit de geschiedenis
der
L
jifstraffelijke R
egtspleging
en
M
erkw
aardige　
B
ijzonderheden
uit het leven
van
G
eheim
e　
M
isdadigen.
een tw
aalftal verhalen
door
J.　
B
.　
C
hristem
eijer
D
erde D
ruk.
T
e A
m
sterdam
,bij
J.C
.van kesteren
M
D
C
C
C
X
X
X
.
『体刑の執行の物語のうちの重要な場面
―
ならびに秘かな犯
神田孝平が利用したものと同じ原書。（1830年刊）〔筆者蔵〕
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罪生活のうちの注目すべき特性
―
十二の物語』 。著者イエー・ベー・クリステメイエル。第三版。アムステルダムのイエー・セー・ケステレン社。一
八三〇年刊。
この中に収録されているのは、つぎの短篇十三である。
Ⅰ．
 H
et oponthoud,
… ………………………………一～三〇頁。
 
「停止」
Ⅱ．
 D
e vier lepels,
…
…………………………………三一～四四頁。
 
「四っのスプーン」
Ⅲ．
 D
e koetsier Jacob,
… ……………………………四五～六六頁。
 
「御者ヤコブ」
Ⅳ．
 D
e raadselachtige vreem
deling
…
………………六七～九〇頁。
 
「えたいの知れぬよそ者」
Ⅴ．
 D
e arm
e schrijnw
erker,
…
………………………九一～一二八頁。
 
「貧しい家具職人」
Ⅵ．
 D
e stem
 van de godsdienst,
… …………………一二九～一五一頁。
 
「信仰の意志」
Ⅶ．
 D
e oud-tante te A
-
… ……………………………一五二～一九二頁。
 
「アー……における老婆」
Ⅷ．
 D
e Jonker van R
oderijcke, ……………………一九三～二三〇頁。
 
「ヨンケル・ファン・ロデレイケ
Ⅸ．
 D
e blaauw
e ruiter en
… …………………………二三一～二七一頁。
 
zijn huisgezin,
 
「青騎兵ならびにその家族」
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Ⅹ．
 D
e galerij der tw
intig schoonheden,
… ………二七二～三一一頁。
 
「二十名の美女がいる展示室」
Ⅺ．
 D
e hand der vergelding,
… ……………………三一二～三一五頁。
 
1．
D
e vrijvrouw
 van G
roedenrode.
… ………三一五～三五七頁。
 
2．
D
e landschapschilder,
…
………… 三五七～四二四頁。
 
「報復の手」
 
⑴
　
フローデンローデ男爵夫人
 
⑵
　
風景画家
吉野作造は、原本の刊行地をユ
（ウ）
トレヒトとしているが、これは誤りであり、正しくはアムステルダムである。
わたしは「ヨンケル…」と「青騎兵…」を収録して
いる原書（初版は一八二〇年刊、二版は一八二一年刊）を二冊所持しているが、そのうちの初版の標題はつぎのようになっている。
O
orkonden,
uit de
gedenkschriften
van het
Strafregt ;
en uit die der
M
enschelijke M
isstrappen.
T
ot een vervolg op de
「ヨンケル・ファン・ロデレイケ」と「青騎兵とその家族」を
収録している初版本（1820年刊）。〔筆者蔵〕
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B
elangrijke T
afereelen uit de G
eschiedenis
der L
ijfstraffelijk R
egtspleging,enz.
door
J.B.Christemeijer.
te A
m
sterdam
,bij
J.C
.van kesteren.
1820.
『刑事裁判および人間の過失の実録からなる文書。体刑の執行の物語にみられる重要な場面のつづきとして。等々。 』著者イエー・ベー・クリステメイエル。アムステルダムのイエー・セー・ケステレン社。一八二〇年刊。
本の大きさは、
22.5㎝×
13.5㎝、厚さ約
2.5㎝。総ページは二九四である。装幀は、大
マーブリング
理石模様である。この中に収録されているのは、
Ⅰ．
D
e Jonker van R
oderijcke, ……………………一～四八頁。
　　
「ヨンケル・ファン・ロデレイケ」
Ⅱ．
D
e blaauw
e ruiter en zijn huisgezin,
… ………四九～一〇〇頁。
　　
「青騎兵ならびにその家族」
Ⅲ．
D
e galerij der tw
intig schoonheden. ─
………一〇一～一五〇頁。
　　
「二十名の美女がいる展示室」
Ⅳ．
D
e hand der w
raak. ─
…………………………一五一～一五四頁。
　　
「報復の手」
　
1．
D
e vrijvrouw
 w
an G
roedenrode.
… …………一五五～二〇九頁。
　　
「フローデンローデ男爵夫人」
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2．
D
e landschapschilder.
…
………………………二〇九～二九四頁。
　　
「風景画家」
など短篇六つである。
神田孝平が訳筆をとる際に依拠したものは、この初版の改訂増補版（一八三
〇年刊）である。吉野作造は「神田家所蔵の原書は菊版型で四二四頁あり、十マ
一
の独立した物語を
輯あつ
めたものである」という。ヨンケル一件は、 「
其その
八に
あたり、青騎兵一件は其九にあたり、共に原書の四十頁前後を占
し
める」と語っ
ている（吉野作造「青騎兵
并ならびに
右家族共吟味一件に就いて」 （ 『新青年』昭和
6・
4） 。
すなわち、原書は一八三〇年にアムステルダムにおいて刊行されたもので、
短篇十三を収めた、四二四頁もある大作である。
つぎに問題となるのは、原著者クリステメイエルのことである。かれはどの
ような経歴の人であったのか、いま戸籍ならびに人名辞典によって、その略伝を記すると、つぎのようになる。ヤン・バスティアン・クリストメイエルは、一七九四年（寛政六年）四月十日にアムステルダムで生まれた。宗教はプロテスタントであった。一八一五年七月十八日のワーテルローの戦いのとき、伍長として従軍した。のちユトレヒトの役人になった。晩年、アムステルダムにもどった。一八六七年八月十三日妻を亡くした。
一八七二年（明治五年）一月一日
―
アムステルダム市ローゼン街一四三番
地（いまの二〇番地）において亡くなった。享年七十七歳。同番地にはその家
J・B・クリステメイエルの死亡証書。（アムステルダム文書館蔵）
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はない。戸籍によると、職業は「無職」となっている。著書は二十数冊あって、小話・小説・詩集・学術書など、多岐にわたっている。
＊
神田孝平が文久元年（一八六一）六月に訳しおえた「和蘭美政録」は、ひとびとの口にのってもてはやされることはなかったにせよ、話がおも
しろいために、その稿本は何人かの手によって書き写され、かつ流布したことは事実である。
いまこの作品に関する書誌を掲げると、つぎのようになる。明治
10・
8・
28～同
11・
3・
28……「
楊ヨンゲル
牙児
ノ奇獄」 （ 『花月新誌』朝野新聞社内
　
花月社） 。同誌は「ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件」を
掲載した最初のものである。毎号、二、三枚の原稿をのせたもので、若干の省略（物語の縮小）や修飾もみられるが いちじるしい違いはないという（吉野作造『閑談 閑談』昭和八年六月、一三二頁） 。
明治
19・
12……『神田孝平訳
　
成島柳北編、
和蘭
　
美政録
楊牙児奇談
　
全』 （東京書肆
　
広文堂発兌、明治十九年十二月） 。本書は「ヨンケル・ファン・
ロデレイケ一件」のみを収録したもので、クリステメイエル 訳書としては 本邦最初のものである。 「現存の本書は、神田氏の原訳に柳北の手が大分入っているものと見
み
て可
よ
い」 （
木村
　
毅
斎藤昌三
『岩波講座
　
世界文学
　
西洋文学翻訳年表』岩波書店、昭和八年七月、四七頁）という。
本の大きさは、
17.8㎝×
16㎝、厚さ
4㎜である。定価二十銭。十五章からなり、総ページは七十九である。人物画などのさし絵が二枚添えてある。
本書は薄っぺらな小冊子にすぎないが、いまや珍本の部類に入るものであろう。昭和四年（一九二九）ごろ、古書の値段が五円（いまの五、六万円に相当）をくだ かったよ である。
『楊牙児奇談』の初版ものが五円を下らないところから、珍本珍本と誰もが
持も
て
囃はや
しているが、実は柳北閲の明治十九年刊の本は、明治文化全集の中
に、訳者神田孝平氏の自筆本が収った今日、ずっと値うちが下ったというべきである。内容に可
か
成な
りな相違があるし、文体も違ふ。明治文化全集本こそ
真の意味で珍本といふべきである。第一内容も柳北閲刊本の倍近くあるのを見てもわか ことである。……
聖葉舍主人「漢訳楊牙児獄について」 （ 『明治文化』第五巻第九号所収、昭和
4・
10） 。
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古書検索の結果、都内の某書店は同書をもっているが、その売り値は二十三万一千円である。また最近開かれた古書入札まえの下見会で、わた
しはたまたまこの本を見つけたが、修復本であったために見送った。それでも最低の入札価格（下札）は、五万円であった。
明治
25・
7・
10～……「揚牙児奇獄」 （ 『日本之法律』第四巻第七号の「雑
録」にのせた物語）の縮訳。これはおそらく『花月新誌』にのった「楊牙児ノ奇獄」を底本としたものか。学士会員・神田孝平の名で発表されている。同人が亡くなる六年前にあ る。
明治
30・
4・
27……依
よ
田だ
学がく
海かい
（一八三三～一九〇九、明治期の劇評家・劇作
家）は、柳北閲の「揚牙児奇談
　
全」 （明治
19・
12）によったとおもえるが、
「ヨンケル・ファン・ロデレイケ一件」を漢訳している。それは数ページの縮訳である。 『少年文集』第三巻第五号、臨時増刊「秀才文叢」の付録にのったもので、約五千字ぐらいの長さのものである（聖業舎主人） 。
同巻同号の三一五～三一九頁に、その漢訳が掲載させている（写真参照） 。大正
14・
7……千葉亀
かめ
雄お
（一八七八～一九三五、大正・昭和期の評論家・ジ
ャーナリスト、東京専門学校をへて東京外国語学校中退、のち『東京日々新聞』編集局長）は 「 『風流仏』その他とその時代」 （ 『早稲田文学』大正
14・
7）において、 「それから、 『揚牙児奇談』と云った面
おも
白しろ
い探篇小読を読んだ。
これはもちろん翻訳だが、今に誰の原書かわからな 」 （一〇〇頁）とのべている。
同人が「ヨンケル……」の作品にふれたのは、この一行だけである。大正
14・
11……吉野作造の「漫読漫談」 （ 『中央公論』第四十年十一月号所収、
『楊牙兒奇談』の表紙。『新青年』（第9巻第
10号、昭和3・8）より。
『楊牙兒奇談』の表紙。『明治古典会　七夕古
書大入札会目録』（平成22・7）より。
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大正
14・
11）に、神田孝平訳のオランダ探偵小説についての言及がみられる。
西洋小説の翻訳として古いところをほじくったら、モツと古いものも幾らもあらうが、和蘭ものゝ探偵小説が文久頃神田孝平先生
8
に依て翻訳されたの
は、訳者其人を別にしても一寸興味を惹く話だと思ふ。神田先生
8
の訳されたのは二篇ある。其の一つは明治初年に至って公刊された。
昭和
2・
5・
15……吉野作造著『講学余談』 （文化生活研究会、昭和二年五月）は、前掲「漫読漫談」 （ 『中央公論』に発表したもの）を収録し
ている。題して「神田孝平訳の和蘭探偵小説」という（一一五～一二五頁） 。
88（15）
楊牙児奇獄
昭和
4・
9～
10……『明治文化』 （第五巻第九号、昭和
4・
9）と同誌（第五巻第十号、昭和
4・
10）は、 『明治文化全集』 （評論社、昭和二年
十月）の第一回配本「翻訳文藝編」の巻頭をかざった「和蘭美政録
　
ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件
　
神田楽山訳」とその姉妹篇「青騎兵并
右家族共吟味一件」 （上・下）を二度にわけて載せた。 『明治文化全集』にこの二つの短篇を一度にのせなかったのは、当時原本を発見できなかったからである（吉野作造） 。 （上）は、六一～七一頁まで、 （下）は、四三～五四頁まで。
昭和
6・
4……吉野作造は「青騎兵
并ならびに
右家族共吟味一件に就
つ
いて」 （ 『新青年』第十二巻第五号、昭和
6・
4）を発表し、伝写によってこんに
ちに残る神田孝平訳の二篇のオランダ探偵小説について解説した。外国文学の輸入といった観点から、文献的研究をのべたものである。
なお、同巻同号の一七～四三頁にかけて、内
ない
藤とう
賛さん
のみごとなさし絵入りで、神田孝平訳「青騎兵并右家族共吟味一件」が総ルビ付で掲載されて
いる。
昭和
8・
2……柳田泉は「日本文学に及ぼしたる西洋文学の影響」 （ 『
岩波講座
　
世界文学
　
第三回配本』所収、岩波書店、昭和八年二月）において、
「安政から文久となるにつれて洋学は大
おおい
に起ったが、洋学の興隆と共に西洋文学（広義にいって）が移入されたことも疑
うたが
ひ得ない」とのべている。
ついで「和蘭美政録」にふれている。
神田孝平が文久元年（一八六一年）訳した『和蘭美政録』 （此書原本、
近年吉野博士発見……神田氏これを『死刑彙纂』と訳す）といふ二篇の探偵物語（ 「楊牙児奇獄」 、 「青騎兵吟味一件」の如きも
　
その明證の一つと
するに足りる。
昭和
8・
6……吉野作造著『閑談の閑談』 （理想社、昭和八年六月）に、
「西洋文芸の邦訳一つ二つ」といった章があり、この中に「神田孝平訳の和蘭探偵小説」といった小見出付の記事がみられる。
その記事は、 「漫読漫談」 （ 『中央公論』大正
14・
11）に発表したものと
神田孝平訳「靑騎兵并右家族共吟味一件」の
さし絵（『新青年』所収、昭和6・4）。
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同じである。
昭和
16・
10……重久篤太郎著『日本近世英学史』 （教育図書株式会社、昭和十六年十月）は、森鷗外が西洋小説をはじめて読んだのは『花月新
誌』所載の神田孝平の翻訳であった、と「雁」の中で書いていることを指摘している。さらに
―
神田氏の『和蘭美政録』は、文久の頃の邦訳か或ひは更に安政年間に溯
さかのぼ
ったものと考えられているが、その和蘭語の原典及び著者の名は明らかではな
い。一般に探偵小説の創始者を米国のポウとなすが、このポウの最初の探偵小説「モルグ街の殺人」が出た一八四一年即
すなわ
ち天保十二年を距
へだて
る二十年にし
て、当時広く欧州に行はれた探偵物の一篇が日本に移入翻訳されていることは、たとへその翻訳がポウの作品の影響を直接にうけて書かれしものか否かは暫
しば
らく措
お
いても、当時ポウの作が出てから忽
たちま
ちにして弘
ひろ
く欧州に伝播した探偵物の一篇が更にわが国に移入翻訳されていることは非常に興味のあるこ
とと申さねばならぬ（一三〇頁） 。
昭和
18・
7……吉武好孝著『翻訳文学発達史』 （三省堂、昭和十八年七月）は、 「文久元年には神田孝平がオランダの探偵小説二篇を集めて訳し、
それを『和蘭美政録』といふ名で出した。その中の一篇『ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件』といふのは、明治十年になって、成島柳北の主宰する「花月新誌」に連載されたもの あるが、これは原著者は不明となっているが、恐らく探偵小説の翻訳では最初のものであらう（六頁） 」という。
昭和
22・
8……吉野作造著『民主主義論集
　
第八巻』新紀元社、昭和二十二年八月）も、 「西洋文芸の邦訳一つ二つ」を掲げている。
昭和
39・
8……中島阿太郎著『日本推理小説史』 （桃源社、昭和三十九年八月）の第一章に、 「和蘭美政録」についての言及がある。
昭和
42・
11……復刻『明治文化全集
　
翻訳文芸篇』 （第二十二巻、日本評論社、昭和四十二年十一月）に、吉野作造による「和蘭美政録解題」
（二～五頁）につづいて、 「和蘭美政録
　
ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件
　
神田楽山訳」 （三～一九頁）が載っている。また同巻の「月報」 （№
11）に、木村毅による「
探偵小説
　
青騎兵解題」 （一～二頁）につづいて、神田孝平の元の訳稿「青騎兵并右家族共吟味一件」の
表タイトル
題
をちぢめて、ただ
「
探偵小説
　
青騎兵
　
学士会員
　
神田孝平訳」としたものが、二段組で二～二〇頁まで掲載されている。これは雑誌『日本之法律』四巻五号（明治
25・
5・
10）に発表された当時の原文どおりという。
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昭和
49・
7……柳田泉著『西洋文学の移入』 （春秋社、昭和四十九年七月）の「第二
　
古賀茶溪の「度日閑言」に、 「即ち二十年前の嘉永年間に
は
　
オランダの書物が公然なり秘密なりに入って来て、それ以後二十年、慶応末年までただ一部の『和蘭陀
ママ
美政録』以外一冊も入っていない（三
六頁） 」とある。著者はさらにつぎのようにいう。
『和蘭美政録』と銘うった二編のオランダ物、 『楊牙児奇獄』と『青騎兵吟味一件』のことは、前にのべたが、この中『楊牙児奇獄』だけが、成島柳北の雑誌「花月新誌」に公にされた（出版はまだまだあとになる） 。前にもいったが、原著者はクリステメイエル、原本の題は『死刑彙纂』 （仮題） 、訳文は探偵小説さながらであるが、原本は小説で なく、行刑裁判の実地に役立 るためのものであったという。訳者は 神田孝平である（八五頁） 。
　
『楊
ヨンゲル
牙児奇獄』
神田孝平訳成島柳北閲
　
広文堂
後に『楊牙児奇談』と改め、オランダ、クリステメイエル氏『死刑彙纂』というものより抄出す。日本で、西洋探偵小説の入った始めとなっている。
原本は然し小説ではなく、実話集の如きものであるらしい。
昭和
62・
3……角田芳昭「神田孝平の翻訳文献について」 （ 『関西大学考古学等資料室紀要』 （第四号）に、わが国の探偵小説史を飾るにふさわ
しい「和蘭美政録」についての解説がみられる。
昭和
63・
7……長谷部史親著『探偵小説談林』 （六興出版、昭和六十三年七月）に、 「日本で最初の翻訳ミステリがなんだったか、ご存知です
か？「和蘭美政録」といってもよく分かりませんが、オランダのヤン・バスティヤン・クリステメイエルという作家が書いた犯罪実話風の法廷もので、文久元年（一八六一年」！江戸時代の末期ですね）に訳されたんだそうです」とある。
平成
9・
10……近畿大学文芸学部教授・西 耕三編著『日本最初の翻訳ミステリー小説
　
吉野作造と神田孝平
』 （耕作社、平成九年十月）に、神田孝平訳
「ヨンケル・ファン・ロデレイキ一件」および「青騎兵并右家族共吟味一件」の二篇を現代語に重訳したもの、 「和蘭美政録（二編） 」と「楊牙児ノ奇獄（抄訳） 」の原訳、 「解説」などが収めてある。原訳
0
をさらに現代語
0
に訳したものとしては、本邦初訳である。
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＊
神田孝平が文久年間に訳筆をとった探偵小説二編（まとめて「和蘭美政録」 ）は、わが国の翻訳史のうえからも貴重なしごとである。その訳業
について、木村毅は「これは正確な逐語訳にちかく……」 （ 『明治文化全集
　
第二十二巻
　
翻訳文芸篇』 （昭和四十二年十一月）の「月報」 ［№
11］ ）と語っている。またむかしレイデン大学の日本語学科を出たオランダ人スホルテン氏（現・同大学の教師）に、神田訳の感想をもとめたこ
とがあったが、そのとき「訳文はとても正確です」との返事をえた。が、こんにちこれを厳密に検討してみると、添削を要するものであることがわかる。
神田訳は、かならずしも原文に拘泥し 逐語訳ではない。原作の筆致やぜんたいの雰囲気に注意を払いながら、和漢混淆の文体で訳したもので
ある。こんにちから観ると、漢文式直訳口語であるためじつに読みづらい。語学的な精度からいえば、必ずしも正確な逐語訳ではない。原意からそれた訳、不注意による訳し落とし、重要でない部分の意図的な省略、誤訳や縮訳部分 どがみ れる。要するに、神田訳は多くの欠陥をもつ翻訳であり、原作に私 を加え、部分的に改作したいわゆる「翻案」ものに近い。
しかし、オランダ語の辞引が不完全な文久年間に訳したものとすれば、訳業はひじょうにすぐれたものといわねばならない。オランダ語 相当
な力がなければ、とても訳せるしろものではな 。訳文をつくる際にきっと苦心さんたんしたことであろう。漢文くづし調の神田訳は、けっして読みやすくはないが 熟読がん味すれば、何とか意味はとれるし、ちゃんとした日本 の読物として通用しそ である。
いま一部、原文と訳文を引いて、 の訳しぶりを見てみよう。冒頭の原文は、つぎのようになっている。原文は初版本（一八二〇年刊）より
抜いた。
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これに対する訳文は、左記のとおりである。
（拙訳─試訳）『ヨンケル・ファン・ロデレイケ一件　　
―
別名
　
喜劇の表
タイトル
題によって
　　
発覚した二重殺人事件』つぎの話の資料は、ある司祭の死後の書類の中から得たものである。もとの手稿によ
（神田訳）
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「ヨンケル・ファン・ロデレイケ」の表題のあと、 「別名
　
喜劇の表
タイトル
題を通じて発覚した二重殺人事件」ほどの意の副題が来るが、これは訳され
ず省略されている。ついでこの作品の材源に関する小文が九行ほどみられる。これも省略されている。それはオランダ南部の司祭館から、遺書として出てきたものである。「ゲ府の大学校」とは、物語の地理的背景から考えて、ベルギー中部・ブラバント州北東の町にある、
 L
euven リューフェンまたはルーヴァン大
学のことを指すものであろう。主人公のヨンケルはあたかも寄宿生のように訳されているが、原文にみられる
verkeren （往来する）の語から考え
ると、この事件は、十八世紀前半にわがオランダ南部で起ったものである。わたしはこれよりわが読者に、この事件について話をしよう。その人の書類の中から、この物語を得たのである 、ここで当人に語らせることにする。
そのころわたしは、Ｇ
ヘー
……という町にある大学に通っていた。その大学で、わたしと
同じようにまなぶある若い貴族がいた。われわれはかれのことをふだんヨンケル・ロデリックと呼んでいた。しかし、本当の姓は、ファン・ロデレイケ いったのである。かれは裕福な男爵のひとり息子であった。父はドールニックの城下町やソワニの森のちかくに相当な土地をもって
かれの両親は
―
Ｂベー
……にむかう運河のそばにある騎士にふさわしい土地
―
愛すべ
き市場がたつＨ
ハー
……という小さな村
―
のちかくでくらしていた。あとで聞いたところ
によると、かれらは冬など、その城ですごすのだそうである。さてその息子は、わたしが大学生活をはじめるまえに、すでに大学 在籍していた。かれは大いに将来をしょく望された青年であり、すで 文学の学位 えており、いまま 法律の学位をも得ようとしていた。
82（21）
楊牙児奇獄
て、通学生であったかも知れない。固有名詞の
D ドールニック
oornik （ベルギー南西部─スケルデ川中流沿岸の町）を神田は、 「ドールニウキ」と表記し、
S ソワニエoignies （ブリュッセルの南南西二十三マイルのところにある町）は、神田はオランダ語風によんでいる。
「ブ府へ行く渡し場」は、
aan de vaart naar B
- （
Ｂベー
……にむかう運河）を訳したものだが、ふつう日本語で「渡し場」というと、人や荷などを
対岸に渡す所の意である。
vaart は「運河」や「水路」を意味する。
「
就なかんずく
中
大なる所領はブ府へ行く渡し場の側にあり。ハ村市場の
隣となり
とたづぬれば
却かえっ
て
分わか
りよき
処ところ
なり。
予よ
其その
頃ころ
は知らざりしが、
後のち
に聞けば彼の両
親は冬のあひだにても絶えず右渡場の宅に居られしとなり」は、原文の
Zijne ouders w
oonden op hun ridderm
atig goed aan de vaart naar B
-, nabij 
het dorp, of liever m
arktvlek H
-. Zij hielden,gelijk ik naderhand vernam
, ook des w
inters hun verblijf op dit slot. （かれの両親は
―
Ｂベー
……にむか
う運河のそばにある。騎士にふさわしい土地
―
愛すべきＨ
ハー
……という小さな村
―
のちかくでくらしていた）を訳したものである。が、神田は
原文にとらわれず、原文を縮小し、自由にのびのびと訳している。「就中大なる所領は……の側にあり」は、原文にはない。 「ハ村市場の隣とたづぬれば却て分きよき処なり」も、原意からずれている。何よりもof liever m
arkvlek H
- （愛すべき市場がたつＨ
ハー
……という小さな村）の句は、訳されていない。
「予其頃は知らざりしが」は、原文に該当するものがない。 「彼の両親は冬のあいだにても絶えず右渡場の宅におられしとなり」は、
Zij ……
vernam
, ook des w
inters hun verblijf op dit slot （かれら［両親］は、冬など、その城［
館やかた
］ですごすの意）を訳したものであろうが、 「絶えず右
渡場の宅」という箇所はいったい原文のどこを訳したものか。これは訳者の意 であろう
op hun ridderm
atig goed aan de vaart naar B
-, nabij 
het dorp は、 （Ｂ
ベー
……にむかう運河のそばにある、騎士にふさわしい土地……という小さな村
―
のちかく）の意である。
「扨
さて
彼かの
息子……人品もよく学問も既
すで
に一
いっ
級きゅう
登のぼ
り、刑
けい
獄ごく
学がく
のカンヂダートシカツプとふ役
やく
付つき
にもならんとせる勢
いきおい
なりき」は、わかりにくい文章で
ある。これは原文
H
ij w
as een jong m
ensch van vele verw
achting, had reeds eenen graad in de letteren verkregen en dong nu naar het kandidaatschap 
in de regten （かれは大いに将来をしょく望された青年であり、すでに文学の学位をえており、いままた法律の学位をも得ようとしていたの意）
を訳したものであろうが、神田は意訳している。
＊
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つぎに掲げるものは、実験的に試みた和蘭美政録（ 「ヨンケル・ファン・ロデレイケ一件」 ）の拙訳である。原典（オランダ文）から逐字的に訳
したものだが、語学力不足から、思わぬ間違いも多々あることであろう。翻訳物や一般の読みものは、たのしんでよめるもの、よんでおもしろいものであるべきである。原文に忠実であるあまり、生硬な文章をよまされるのは息がつまるし、さりとて原文から脱線し、誤訳や珍訳の多いのも問題だが、 程度の意訳や自由訳は許されてよいのではなかろうか。
拙訳は、苦心のすえ訳しおえたものである。ご叱正を賜わりたい。二
　
イェー・ベー・クリステメイエル原作
『ヨンケル・ファン・ロデレイケ一件　　
―
別名
　
喜劇の表
タイトル
題によって
　　
発覚した二重殺人事件』
　　 　　　　　　　
宮永
　
孝訳
つぎの話の資料は、ある司祭の死後の書類の中から得たものである。もとの手稿によると、この事件は、十八世期前半にわがオランダ南部で起ったも
のである。わたしはこれよりわが読者にこの事件について話をしよう。その人の書類の中から、この物語を得たのであるが、ここで当人に語らせることにする。
そのころわたしは、
Ｇヘー
……という町にある大学（ 「ルーベン大学」 、いまの
 de K
atholieke U
niversiteit のことであろう）に通っていた。その大学
で、わたしと同じようにまなぶある若い貴族がいた。われわれはかれのことをふだんヨンケル・ロデリックと呼んでいた。しかし、本当の姓は、ファン・ロデレイケといったのである。かれは裕福な男爵のひとり息子であった。父はドールニック（ベルギー南西部─スケルデ川中流沿岸 町。フランス語で
T トゥールネ
ournai とつづる
―
訳者注）の城下町やソワニ（ブリュッセルの南南西二十三マイルのところに位置する
―
訳者注）の森ちかく
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に相当な土地をもっていた。
かれの両親は、Ｂ
ベー
……にむかう運河のそばにある騎士にふさわしい土地
―
愛すべき市場がたつＨ
ハー
……という小さな村
―
のちかくでくらして
いた。あとで聞いたところによると、かれらは冬など、その城ですごすのだそうである。さてその息子は、わたしが大学生活をはじめるまえに、すでに大学に在籍していた。かれは大いに将来をしょく望された青年であり、すでに文学の学位をえており、いままた法律の学位 も得ようとしていた。
わたしが大学に入学するだいぶまえの話であるが、そのころ各学部間でけんか騒動がおこっていた。その害悪は、教授たちの位階に起因するも
のであり、若い人々のあいだ まで悪影響がおよんでいた。法学部と医学部の学生は、いっしょに党をむすび、お互い優勢を誇っていたが、それに対してわれわれ他学部 者は、数にお て劣勢であった。
このことが原因で、たびたび騒動がおこり、それがまた苦情の誘因となったのである。教授たちはやがてこれらのいきすぎた行為にいや気がさ
し、仲たがいの終そくを望むよう なった。ちょうどそのころ、教授たちの中から学長が選ばれた。かれはきびしい原則に基づく人であり影響力のある人であったから、だれもが同人 たい 畏敬 念をもっていた。
この人は、容易に事をおこす人ではなかった。かりにおこしたとしても、必ずそれをなしとげる人 あり、害悪を根絶しようと決心した。各学年度の じめに、荘重な儀式をおこ うのが慣行となってい 。教授や学長 職を辞するばあい、新任の者もおごそかな演説をおこなう
そのとき儀式の行列がおこなわれる。宴会もあって、その日は歓喜のうちにおわる。しかし、数年まえより こ こともおこなわれなくなっていた。おこなわれる は、慣行にしたがっ 、新任の学長の演説だけ なっ その他はひっそりと ていた。 うなった理由 、不和にた。こんど学長に就任した教授は、こう た状況 じぶん 計画に利用しよ とした。
かれは慣行になっていた儀式をこの機会 再開したいといった希望をのべた。かれ 儀式を再開す ことを同僚に提案した それは長年にわた
る確執を取りのぞき、かっての協調を回復す のにふさいしい手段になるものであった。かれ 方策 うまくいった。恨みはすっかり消えた。誤解も消えた。大学 教師たちのひとりとして、和解に加わらない者は なかった。
このことがよい手本となった。若い 生たちもいまや和解の手を差しのべ 。そしてたちまち大学 完全に一つになった。毎年の慣行になって
いた大学の祝祭が、いまやむかし通りにふたたびおこなわれることに り、こんどはまれに見る をもって祝ったの ある
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そのころ、いわゆる素人役者といったものはほとんどいなかった。が、Ｇ
ヘー
……の町には年老いた雄弁家らの会館があって、その中にある団体が
入っていた。その団体の大部分は、若者たちが協力してつくったものであり、学生たちはメンバーとして登録していた。雄弁術のけいこや、無パントマイム
言劇の演技
0
の練習などがおこなわれた。会員の大部分は、朗読するのが
0
じょうずであった。
この団体は、冬の夜などに、ちょっとした悲喜劇を上演するために、何度かけいこをおこなった。上演された作品のなかには、この団体の会員
みずからが創ったものがあった。そ ような作品を上演して称賛をえたときは、じぶんたちの努力のあかしとして世間に出し、ついで大劇場で用いられること たまにあった。
さて祝祭をおこなうに当って、いろいろな演芸があるなかで、その団体によってある喜劇が上演された。ついでこの機会にふさわしい象徴的な
興行がおこなわれた。三人でおこなう喜劇と象徴的な催しは、二つとも拍手喝采をうけた。とりわけ喜劇のほうがいちばん好評を博した。その喜劇の作者は、ヨンケル・ファン・ロデレイケであったから、だれからもほめたたえられた。かれ その作品に、 「クリスペインの昇進─一名
　
裏
をかかれた法学者」といっ 表題をつけ 。それがこ 喜劇 表
タイトル
題であった。またそれが後日、ある悪事が露見する手がかりとなった。
ファン・ロデレイケ氏は、その後ほどなく痛ましい死に方をした。もしその喜劇の表
タイトル
題が世間に知られなかったら、おそらくかれの非業の死に
ついての真相は、明るみに出されることなく、世間に知られずに葬られたことであろう。
つぎに記すところのものを見て、どうしてそのような事件が起ったのか知る よい。それは冬のことであった。きびしい季節のために、野原は雪でおおわれ、川は氷が張りつめていた。寒気のきびしさといったら、身を切るほど
であった。北東の風が吹きつづけたために、道はかちかちに凍ってしまった。その め氷は数日のあいだに驚くほどの厚さになり、スケートをする者を野原にまき散らすことになった。クリスマス休暇は、目前にせま てい 各学生は諸所から来て るのだが、休暇が訪れると 旅行に出かけたいと思うもの、スケートをはいて自宅を目ざす が た。
そのような学生のひとりに、ヨンケル・ファン・ロデレイケがいた。Ｇ
ヘー
……という町から、Ｈ
ハー
……という小さな村までの道のりは、その小村の
ちかくに れの両親の城があったのだが、ふつう徒歩で七時間以上はかか ものと考えられ いた。ファン・ロデレイケは、こんどの旅は、スケートによっておこなうから、踏破に四時間とはかかるまい、と思った。
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しかし、今回スケートで帰省しようと思っていた矢先、運のわるいことに、やらねばならぬちょっとした休暇中の課題が出された。つまり各学
生は、休暇に入るまえに、ある種の課業をおえねばならなかった。そのためヨンケルは、他の学生たちがすでに町をはなれ、わが家にむけて出発したのちも、数日間Ｇ
ヘー
……の町に留まらねばならなかった。
いまやかれには仲間がいなく、ひとりで帰省せねばならなかった。先日であれば、残っている仲間もいて、同じ方面にむかう道連れもあったは
ずである。それにわたしの想像によると、あんな非業の死をとげずにすんだのではないか。
かれが出発する前夜まで、われわれはかれの部屋でお互いたのしくすごした。かれには何人かの学友がいた。そのう の一人がわたしであった。学友らはワインを一びん
＊
求めた。われわれはまた心から別盃を交わし、明朝の出立とぶじに家族のもとに帰還することを願った。これがさいご
の別れとなると思う者はほとんどいなかった。かれが横死したという話を聞こうとは夢にも思わなかった。
とくにその晩の話題は、かれが創った喜劇に落ちつ た。上演の折、その喜劇は大成功をおさめた。われわれは集 たときに、そのような傑作
を世間に知らせずにおくのは、誠にお いと、 れにいった。す かれは、これまで作品に推こうの手を加える暇がなかったと弁解した。そのために静かな休暇をそれに使うつもりだといった。家に帰ったら、自作に目を通し、誤りを正すつもりだとも語った。
＊
元の原稿
0
には、
potteken L
ovensch とある。ブラバンド州で目にするものである。あえていえば、新鮮なワインを一本、目のまえにしてすわることで
ある（原作者による注） 。
さらにかれは、両親の許しが得られた 、この冬にでもじぶんの作品が日の目をみるこ を請けあった。かくしてお互い話をしていた最中 、せりふのひとくぎりについて、思い けなく論争がおこった。喜劇の作者であるヨンケルは、台本を証拠
に主張した。そのためかれは手稿を取りだしてみせ、事柄を明らかにするため 、文字にある通りに読みあげた。その き手稿
0
は手から手へと渡
された。わたしも一覧し、上演の際に注意をひいた箇所のページを拾いよみし 。
そのとき手稿の最初のページには、表
タイトル
題だけが書かれていた。他のページである裏面には、何も書かれていなく、まっ白であった。表題の下に
は題
モットー
辞はなかった。手稿のすべては、かなり平易に、かつ読みやすく書かれていた。その手稿は四つ折り判であり、一〇〇ページほどあった。
このときわれわれは皆その場に居合わせ、ヨンケルのそばで 手稿を目にしたという点で 後日意見 一致をみた。作者はわれわれにいった。
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あのときは上演に先だって、じぶんの作品の写本をつくるのに骨を折ったと。どの役者もじぶんの役柄のせりふをいわねばならなかったからである。われわれ 、かれがそのような話をしたことを、あとになってからもよく覚えていた。
翌日、ヨンケルは両親が住む城にむけて出発した。かれが出立したのは、食後のことであった。その日の午後は、人もまばらであった。はげし
い吹
ふぶき
雪のため、スケートから吹き落されるほどであった。外出する必要のない者は、暖炉の片すみでじっとすわっていた。
しかし、ヨンケルはまさに風に逆って道をすすんだ。かれの学友の一人は、前夜のわれわれの集まりにもあらかじめ出席していたのだが、一時
間以上もかかる町の郊外の風車小屋あたりまで見送った。かれらはその風車小屋でしばらく休息し、お互い出発するまえに別盃を一口のんだ。ファン・ロデレイケは、粉屋に氷 張りつめ 道はどこでも通れるかどうか尋ねた。す と粉屋は、安心して出発なさるがよい、とかれにいい、わきの水路をおしえてやった。水路 はしに達するころには、風もおさまっていることであろう。
その後、スケートのひもはいまいちど結び直された。ファン・ロデレイケは、友人に別れをつげた。学友はふたたびスケートに乗り、町にむか
った。ほどなくヨンケルも、教えてもらった脇の水路を飛ぶようにすべって行っ 。ヨンケルの学友は、 れのことをいちど振り返ってみた。ほどなく二人の姿は視界から消えた。ああ、哀れなるヨンケルよ！……われわれは二度とかれの姿をみることはなかった！
ヨンケルが出立して三日目に、ファン・ロデレイケ男爵みずからが息子を迎えにＧ
ヘー
……の町にやってきた。そのとき父親は、ヨンケルは三日前
にすでに出発したと知らされて大いに驚いた。しかし、父親 驚 息子さんがスケート はい 出発し 聞いたとき、驚
きょうがく
愕に変わった。ヨ
ンケルはあらかじめ両親に、何日の午後 帰宅すると 手紙を出しておいたのである。その知らせに従って、一定の時間息子の帰りを のしみにして待ち、だれもが彼を一目みたいと思っていたが かれは帰って来なかった。
男爵は、気をもみながら長いこと息子の帰りを待ったが、息子を迎えにみずからＧ
ヘー
……の町へ出かけることにした。勤勉な息子は、まだ勉強に
しばられているのだろう、と想像し りしていた。
ヨンケルが家路についた際に、道の途中まで見送った学生のことが想いだされた。男爵 ただちにその若者を訪ねた。そ 者もヨンケルがまだ
帰宅していないといった話を聞いて大いに驚いた。その学生は、男爵に遠くまでか の息子に同行し 様子を報告し
そこで男爵は、若者たちがお互い行ったという粉屋に駆けつけた。かれは粉屋に道順をかいてもらい、ヨンケルがどんな手段を、またどんな道
を採ったかを聞き出し、各方面に捜索の人を遣わした。その者たちは、ヨンケルをみつけ出す 違いなかっ 。が、 れもヨンケル 消息を聞か
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なかった。一方、父親はみずから例の水路があるＢ
ベー
……のほうにむかった。
その間、ヨンケルのことを見たり聞いたりした者は一人もいなかった。ただ年老いた農夫がこんな話をした。その日の夕方、Ｂ
ベー
……へむかう水
路のほうにスケートをはいて赴いた折、スケートに乗った者をひとりだけ目撃した、と。それはＬ
エル
……村のあたりであった。しかし、とっくに日
が暮れていたから、はっきり相手を識別できなかった。その人こそ、おたずねの方にちがいない。
気力をおとした父親は、その日の夕方、城に帰ってきた。かれは息子の消息を聞かなかった。ほどなく捜索に遣わした者たちが帰ってきた。そ
のあたりをくまなく捜してみたが、ヨンケルの足跡を見いだせなかったという。
悲嘆にくれたヨンケルの両 息子は道を踏みまちがえ、薄氷をふんでしまい、溺死したにちがいないと思った。だれもが皆おなじように考
えた。だれもが哀れなヨンケルのことを不びんに思った。かれは不幸 星のもとに生れついたのである。
数日後、きびしい寒 もゆるみ、水 うえに張りつめた氷も解けかかったので、男爵 新聞に広告をのせた。その広告の中でかれはいった。
─
わが子は溺死したものと思われます。溺死者が沈んでいると考えられる場所を教えられる人に対して、相当額の謝礼を出すことをお約束いた
します。
三週間後、ヨンケルの死体が、じっさい水の中から引きあげられた。けれど、何んとし ことか！その死体は見るも無残なありさまであった！
…ある船頭がＬ
エル
……村の近くを航行し、樹木の下を通りすぎようとしたとき、
棹さお
が何かに当ったので、鉤
かぎ
（物をひっかける金具
―
訳者注）でもって水の
中から引き げてみた。それが水面に現われたとき、敷物をまるけて俵
たわら
状に
したもののように見えた。しかもそれは重かったので、もう一人の力をかりて水の中から引っぱり上げ
船頭は下男に手を貸してくれるように叫んだ。寝ていた連中は、いまや力
を合わせ 、その物体を土手のほうに引きあげ、その敷物の俵をほどいた。するとそこから現れたのは…… お、恐ろしや！ についてはすでに話してあるはずである！一人 人間 死体を こんな風に包んでしまうとは！
ヨンケルの死体を水中より引きあげる図。
神田孝平訳、成島柳北編『和蘭　美政録　楊牙児
奇談　全』（広文堂、明治19・12）より。
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すぐに治安裁判所
（
7）
に報告するや、優秀な外科医が二人、その死体の検死を命じられた。その不幸なる人間は、残忍な方法で殺されたのである。
犯人たちはかれを絞め殺したのち、いま見たとおり死体をマットで包むと、水の中に投じたのである。死体はほぼ丸裸の状態であった。ただ身につけてい の 、下着ぐらいであった。亜麻布製の下着が良質であったことから、死人はおそらく良家の出であろうと察せられた。
肌着の印
しるし
から出自があきらかになり、ほどなく死体の身元が判明した。その死体は、近ごろ行方が知れなかったヨンケル・ファン・ロデレイケ
のものであった！
そのような事件の恐怖に、あまねく対処できるというものではない。そのような残酷な事実を聞いてびっくりしなかった者はいなかった。だれ
もが残虐行為 下手人が逮捕されること 望んだ。そ 不幸な若者の両親は、絶望の淵に沈んでいた。悲しみのあまり狂乱状態にちかかった。哀しみにくれる両親の息子の痛ましい遺骸は、一族の墓に埋葬された。そ 息子 一族 さいごの末
まつ
裔えい
であった。
治安裁判所のほうでは、四方八方に犯人を追ってみたが、逮捕にむすびつく手がかりを得ることができなかった。が、貸農場の住民に秘かに疑
いがかけられた。その農場は、死体があがった所 らさほど遠くはなかっ かれらはたいてい当地においてさすらいの生活を送ってい 連中であった。農夫としてジプシー風に暮らしている者は、みなナベやカマの直し職人や研
とぎ
師し
であったが、かれらが怪しいということになった。
あの不幸な若者は、そういった下層民によって家のなかに誘い込まれ、あげくの果てに殺されたものと思われた。すくなくともそのせい惨な殺
人事件は、物取りの犯行と思われた。
ヨンケルはふだん金製の懐中時計を身につけていた。その他衣服もりっぱであっ 。旅の途中まで同行した学生の話による 、ヨンケルがその
とき小さな書類束をはだ身離さずもってい ことはたしかだという。おそらく極悪非道 犯人 さまざまな強欲さが、犯行に駆り立てたものであろう。ひょっとしたら連中は、若者の身なりが裕福にみえたので、かれをか こうな獲物とみな も知れない。
貸農場の人びとは、役所から殺人事件のちょっとした容疑者とみられただけでは い。かれらは概して世間からそ おそろしい事件の犯人とみ
られた。はじめのうち人はひそひそと話をしていたが、やがて大きな声となった。それを聞いて むなくそが悪くなるまでになった！
かれらは犯人呼ばわりされた。その悪いうわさはやがて広まり、たびたび大げさにいいふらされた。貸農場の連中は、とっくにつかまった い
った風聞が立っていた。しかし、その集団にむけられ 疑いが予想に反して晴れず、また他の人びとに対しても疑念をはさむ余地を残して
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たら、たぶんかれらはさいごにじっさい逮捕されていたことであろう。
Ｇヘー
……の町からやって来たという、一人の男が治安裁判所にみずから名乗り出た。かれは行商人であった。その男は商品とともに田舎の村を歩
きまわることで知られていた。評判がよく、ひじょうに実直な男として通っていた。Ｇ
ヘー
……の町に自宅があり、かなりの織り機をもっていた。
　─
わたしは告発屋でないことを皆様に申しあげます！
と、役所に出頭したとき、このようにいった。
　─
わたしは密告をひじょうに嫌う者です。わたしから物を盗んだ者、その者がわたしの最悪の敵であったとしても、処刑台へ送ることをいと
うものです。しかし、前代未聞の残酷な事件が問題となっているとき、そのような極悪な犯人が逮捕されるためにも、告発するのがじぶんの務めと考えます。
その日の午後、粉屋の暖炉のそばで腰をおろしていたとき、ヨンケルらしき人が、もう一人の学生とともに部屋に入ってきました。かれらは氷
のうえをやって来たのです。二人とも手にスケートをもっておりました。ヨンケルはさらに肩のステッキに小さな包みをぶらさげていました。
二人はブランデーを一杯注文し さら それをお代わりしました。わたしはかれらから離れたところにいたい 思っていましたが、両人は暖炉
のそばのわたしのすぐそばにすわりま た。 う一方の隅
─
わたしの向い側に
─
水夫が二人すわっておりました。ことばのなまりから、この
連中はマース川（フランス、ベルギー、オランダを流れる
―
訳者注）方面か、リエージュ（ベルギー東部の町）かマーストリヒト（オランダ南
東部の町）あたりの出身 ように思いました かれらは船を、Ｌ
エル
……村のちかくの凍ってかちかちの氷の中に置きぱなしにしていました。そのこ
ろにわかに増した寒気に襲われていたからです。
かれらとの話から知りえたことは、それだけでした。それよりヨンケルは、飲み代
しろ
を払うために小さな財布を取りだしました。そこから出てき
たのは、何枚かの金貨でした。そ 金貨が手からすべり落ちたとき、二人の船乗りはそ を見ておりました。二人はふだんよりもよほど注意を払い、ヨンケルのほうをしげしげと見つめておりました。かれらはヨンケルと話をはじめました。
ちょうどそのとき、かれに同行していた学友は、席を立とうとしておりました。第一の船乗 が、ヨンケルに話し けました。
　─
若だんなは遠くからいらっしゃったようですな？
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ヨンケル
　　　　
なあに、Ｇ
ヘー
……の町から来ただけのことですよ。
第一の船乗り
　　
町のほうから来た、とおっしゃるなら、きっと道中さぞかし難儀なさったことでしょう！ちょうど向かい風でしたから。
ヨンケル
　　　　
たしかに、おっしゃる通りです。ああ！鼻のなかの息も凍るほどでした。大ふぶきのために、身を切られる思いを ました
第一の船乗り
　　
だんなのように壁ぎわにすわ 、寒さに耐え れるなんて、なんてじょうぶな方かとおもいました。
ヨンケル
　　　　
まあ、暖炉 そば すわっておりさえ れば十分ですよ。（そういいながら、外
がい
套とう
のえりを開け、その中をのぞいた）
ちょっとご覧なさいよ、こ ダッフルコート（フード付き外套
―
訳者注）の暖かさといったら！
第二の船乗り
　　
体につけておられる銭
ぜに
帯おび
も、寒気を増すのに一役買ったんでしょうな。
ヨンケル
　　　　
連れのお方よ、たしかにおっしゃる通りです。重味を増したかもしれません。
第一の船乗り
　　
だんなは、たいそう体がぬれていますね！
ヨンケル
　　　　
ふぶきがはげしく、耳を吹きつけまし 。髪の毛から、つららがたれ下がりました。ちょっとご覧なさいよ、ぽたぽたと雫
しずく
が落ちる様をみていると、まるで溶解炉の えに立っているような気がします。
第一の船乗り
　　
（仲間にむかって）マヒエル！すこし場所をあけたらどうだ。このだんなは 火 あるところからずいぶん離れたところにすわっておいでだ。
第二の船乗り
　　
さあ、だんな もっと火の近くに椅子を寄せなさいよ。ぬれた服を乾か ためにも。
ヨンケル
　　　　
いなかの方よ、その必要はありません。どうぞお楽にしてください！出発 るところですから 昔なが 道を再び行くところです ら。
第一の船乗り
　　
町のほうにむ えば、風は好つごうです。ちょう 背中に追風をうけること なりますから。
ヨンケル
　　　　
そうですが、わたしは家にもどるところなんです。だか もっと遠くへ行かねばなりません。
第二の船乗り
　　
だんなは、遠くまで行かね ならないんですって？
ヨンケル
　　　　
ちょっとＨ
ハー
……村を通って。
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第一の船乗り
　　
Ｈハー
……村は、どのくらい遠くにあるのですか？
ヨンケル
　　　　
ちょっと見てみましょう！（袋から金製の時計を出して見る）八時ごろには、その村に着いていることでしょう。
第二の船乗り
　　
それならだんな 夜道をスケートで行くことになります。とっくに日が暮れていますよ。
ヨンケル
　　　　
上弦の月が出ていることでしょう。
第一の船乗り
　　
それでも視界はわる ですよ。曇天ですから。
ヨンケル
　　　　
まあ、道をよく知っているつもり す。やむをえない場合には、目隠ししてでも道をみつけられます。
第一の船乗り
　　
連れが ればさらによいものを。そちらの若い方は、連れの方で ありませんか。あすこにすわっておいでですが？
ヨンケル
　　　　
いいえち います。まあ、何でもいいじゃありませんか？
第一の船乗り
　　
まあ！あっし いたかった は、だんなは一人きりで出 け はいけないとい ことです。
ヨンケル
　　　　
まあ大変だ！遠くまで重いものを引きずっ 行かねばならぬとしても、大歓迎だ ひとりで近道をして行きます。それがよいことか悪 ことかわかりませ が。
第二の船乗り
　　
暗やみの中を、たったひ り 行くのもた し です。
ヨンケル
　　　　
ふうん！氷はだいじょうぶです。いま氷 下に梁
はり
を入れてもだいじょうぶです。
第一の船乗り
　　
そうです。氷についていえば、板のうえを乗って行 のと同じ ですが…この節 悪党どもがたくさん街道をうろついています。ごろつき 、冬になると住むに家なく、分ける食べ もありません。
第二の船乗り
　　
だんなは、連中がこわくはありませんか？やつらは運河の両岸で待伏 してい よ 氷 うえに数フィートのロープ 張り、そこへだんながやって来るわけです。バンとぶつかり そこに倒 るのです！そん に昔のことで ないが、デメル川のあるスケート乗りの身におこったように。
ヨンケル
　　　　
おい、おい！連中はわたしになにをしようと うのか？
第一の船乗り
　　
だんなのがまぐちや時計を奪うでしょう。
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第二の船乗り
　　
あるいは丸裸にするかも知れません。
第一の船乗り
　　
おまけにだんなを殺 かも知れません。
第二の船乗り
　　
ついで氷に空けた穴にだんなの死体を投げ入れ、おぼれ死んだように偽装するかも知れません。
第一の船乗り
　　
だんなのような方は、さぞた まり金をお持ちのはずです。
第二の船乗り
　　
だんな、そこの銭帯に
─
たっぷりと金が入っているんでしょうな？
ヨンケル
　　　　
あれまあ！なぜそんなことをきくのかね？
第二の船乗り
　　
おやしまった あっし ことをじろじろご覧になる のですから まるであっしがヒワの羽根をむしり取っているのを見るように。わたしがいいたかったのは、ご用心すべし、ということです
第一の船乗り
　　
油断してはいけないと うことです。
ヨンケル
　　　　
あっちへ行け！あん たちはどうしようも い連中だ。あ た方は、人の軽信を利用してきた。このあたりは、どこも安全なところばかりなんだ。
第二の船乗り
　　
さて！さて！われわれとしては追い ぎがいるかどうか、だんなにひとつためしてもらいたいの す。
第一の船乗り
　　
だんなは勇気の持主 どうか調べたらよい。
ヨンケル
　　　　
それ式の話を聞い 、びくつくようで 、臆病者にちが い。
第二の船乗り
　　
勇ましいことよ、だんなは！そのことばを かと承っておきましょう。
第一の船乗り
　　
だんなは、本当にかわいそうな人です！実 勇まし ことよ。だんな 勇気といったら、カーレル大帝の豪胆ぶりと互角の勝負 。
いまや三人の会話はおわりました。わたしはちょっとその場を去さねばなりませんでした。ふたたび部屋の中に入ったとき、ヨンケルの同伴者
であった学生も、ふたたび部屋にもどっていました。その後間もなく、ヨンケルとその学友は出発しました。ドアの外でお互いいとまごいをする声が聞こえました。
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わたしは窓ぎわにすわっていたのですが、ヨンケルの姿をしばらく目で追うことができました。が、ついに視界からかれの姿を見失いました。ヨンケルが粉屋を出るや、船乗りら二人は席をたち、部屋の隅に行くと、そこでひそひそ話をはじめました。話し声は聞こえませんでしたが、
かれらの様子から何かについて話し合っているように思われました。しかし、話はまとまらないようでした。かれらの表情がいそがしく変わるのを見て、両人は何 重大なことを話し合っているのだと思いました。
どうやら二人は、結論に達したようでした。ふたたび暖炉のほうに行くと、椅子にひっかけておいたスケートを手にとり、粉屋の亭主に代金を
払ったのち、出て行きました。テーブルのうえには、食べ残しの食物がおいてありました。たまたま窓ごしに見たのですが、両人はヨンケルがスケートに乗って行ったのと同じ道にむかって行きました。このときヨンケルは、粉屋から十五分ぐらいの所にいたかと思われます。
そのとき、わたしはこの二人にこれっぽっちも疑いをかけなかったようです。もし疑いをかけていたら、粉屋の亭主にそのことを伝えて たで
しょう。あるいはじぶんで連中 跡を追っていた も知れ せん しかし、先日、ヨンケルの身におこった事件 ことを知り、それについて気味の悪いうわさが立てられ、またその恐ろしい悪業の件で、ある貸農場の住民が非難されていることを聞くと、わたしはみずから粉屋で目撃した光景を思いだしました。
もちろん、わたしはこう思いました。あの 名の船乗りは、ヨンケルの跡をつけ、かれを船 なか 閉じ込め、ぞっとさせるよ な犯行に及ん
だに違いないと。しかし、どのくらい離れた所で犯 がおこなわれたものかはわかりません。けれど、そのとき聞いた話から、ヨンケルの死体が揚ったのは、氷に閉じ込められていた連中の船が停泊している所に近 ことから、 た の疑念は いささかもゆるぎませんで 。
しかし、もっと重要な話があります。気がせくのですが、事件の原因については不明ながら、皆さんに知らせておく必要があります。Ｌ
エル
……村
の近くにある貸農場の住民らは、ひどい嫌疑をうけてい す。 かし、かれらは皆潔白なのです。わたし かれら 対す 悪意に満ちた疑いを晴らせることをたのしみにしています。
さらにわたしは公平な証人の名を三名あげるつもりです。三人ともわたしとともに貸農場の住民の嫌疑 晴らす めの証人となることでしょう。わたしが貸農場のまえを通ってその地にやって来たのは朝のことでした。そ てその日の午後、粉屋でヨンケルと出会ったの 貸農場へは
ちょっと用事があり、立ち寄らねばなりませんでした。人びと 記憶 あ のは、その貸農場では、大きな旅館 ゆけぬ貧 い旅人が、わずかの金を払えさえすれば、いつでも止宿できたことです
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その日の朝、わたしは聖
シント
Ｇヘー
……の町から来た人たち三人と出会いました。三人ともいまもわたしの近所の住人です。わたしたちは懇意の間柄で
す。かれらが実直な人間であることをじゅうぶんに承知しています。そのときわたしがかれらの注意を喚起させた点は、ヨンケルの姿がさいごに目撃された晩に、三人が貸農場に泊ったということでした。
いま三人は、その晩、貸農場でなにか異変はなかったかを、知ろうとしたり、想い出したりすることでしょう。なぜなら、かれらは事件の手が
かりを探り出す必要があったからです。かれらは納屋に泊りま 納屋は住民らの部屋に隣接していました。もし何か異変を聞いていたら、事件がおこった可能性があります。
いま三人は、必要な証言、宣誓によって確認される真相をもとめています。すなわち、その晩、貸農場にやってきたよそ者はひとりもいなかっ
たこと。また夜中にそこから出て行った家族はだれもいなか ことなど。
みなさん！おわかりだと思いますが わたしがなさねば らぬこと 、みなさんの注意を喚起することなのです。わたしの想像によると、あの
不幸なヨンケルは、どこ で殺されたに違いありません。十中八九まで、例の船乗 らがこの殺人事件とふかくかか っているに違いありません。
その行商人は、以上のような証言をした。かれの隣人ら三人もおなじく証言をした。この三人も出頭して、宣誓した。ほどなく例の船がさが
出された。そのときその船は、Ｌ
エル
……村の近くの氷のなかに閉じ込められていた。じっさい船は、マース川のあたり、リエージュの町（ブリュッ
セルの東南東九〇キロ、ムーズ川沿岸に位置
―
訳者注）にちかいある村にあった。
船の持ち主は、穀物商人であった。くだんの船乗りたちは、むりやり逮捕された。両人 使用人としてその船に乗っていた者である。かれらは
投獄され、護送されるとき、怒り狂っ 群集によって、すんでのことに石を投げつけ るところ あった。それほど 残酷な人殺しは、世間のひとびとを震撼させ、その怒りを招いていたのである。
貧しい連中をくわしく調べた結果、この連中は、貸農場の住民とおなじように 殺しとかかわりがないことが判明し 。さらに聖
シント
Ｇへー
…の町か
らやって来た行商人と三人のひとびとも皆、ほんとうの を語っていた。粉屋において、ヨンケルとおこなわれた会話のことも、これらの人びとによって是認された。
しかもはっきりしていた点は、ヨンケルがスケートをはいて出立してから、船乗りたちは途中まで同じ道を行っ ことである。 かし、わざと
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同じ道を行ったわけではなかった。二人の船乗りは、ヨンケルよりもスケートが上手であったから、かれに追いついてしまった。そして粉屋の先を三十分ほど 所で、ヨンケルをはるかに引き離してしまった。その後、かれの姿も船乗らの視界から消えた。
二人の船乗りが潔白であることは、じつに納得せしむるに足るものであった。その夜、船長と妻子ら三人は、二人の船乗りといっしょに船で泊
ったのである。また船主の息子は 二人の船乗りがよいの口に船にもど て来たことも証言した。これ 四人のひとびとは、二人の船乗りとつるんでいる はないかと疑われたが、すべて 情況と矛盾するものがなかった。さらに二人の使用人は、正直なうえ、品行もよいとの評判であった。それゆえ二人 すぐにふたたび自由の身となった。
嫌疑を誤ったのは、これで二度目であった。今後はたしかな証拠がないかぎり、公然と人を呼びだし、このような糾
きゅう
問もん
をしないよう気をつける
ことになった。ところが手がかりはまっ く無く、ちっぽけなヒントにもこと欠くほどであ
死体をつつんでいたのがマットであり、また所持品が盗まれていたことから、不幸なヨンケルが殺され のは 道においてでなく、どこかの家
の中であったことが明らか あった。またこの殺人事件が 強欲さに起因している は、死体が強盗に遭っていることからじゅうぶん察せられた。
つい先ごろの想像がすでに証明しているように、そのときも人びとは昔の間違いを想起した。数週間後 死体が発見された場所からさほど遠く
ないところで、被害者の上着が、空っぽの銭帯や包みと っしょに水中から引きあげられ それらの品々 が とき身につけていたものであり、重いロープでもって体にぐるぐる巻きつけてあ たものだが、水の中から発見された。
これらの品々を水の中から引き上げたのは、小舟で青物を商っている農夫の妻 った。彼女は包みを急いで開いたとき、心に浮んだ
れらの品はみな、おそらく発見された死体と関わりがあ ものであろう、ということであった。彼女はその情報を町長へつたえた。役人 は発見された品々を検分し 判事のもとに送っ 。
きっとロープにおもし用の石をつけて沈めたが、水の中でその石がとれてしまったもの ろう そ 女がきっぱりというには、その包みを船
の中に引き入れようとし とき、ロープの端に大きな結び輪があ て、しっかり固定されてい という。彼女 その包みをほどくために、じぶんでロープの結び目をほどいた。品々のすべては 旅行用 小袋をもふくめて、殺されたヨンケルの持物であるこ が判明し け ど、金、ステッキ、懐中時計がなくなって
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いつもながら、これらの一片が犯人逮捕につながることが期待された。治安裁判所は下手人を捕えるために、付近のすべての古物商や質店に触
れをだした。しかし、いまでも手がかりはなく、捜査は迷宮にはいりはじめたように思えた。唯一の証拠となる品は、それはいまだに行方不明であるが、ヨンケルの金製の懐中時計であった。
さらにいまわしい犯人らは、悪事が露見しないように、その懐中時計を近隣から遠くはなれた所へもって行って巧妙に処分したかも知れなかっ
た。いまや人びとは悪事が露見することを期待した。人びとは事件が白日のもとにさらされることはないと思うようになっていたが、件
くだん
のぞっと
するような犯行の秘密がもれてほしかった。
治安裁判所でさえも、犯人を発見することをあき めていた。が、捜査をおこたっていたわけでなかった。世の中のことは、往々にしてそのようなものである。倫理的であり、自然的でもあ 。日常生活におけるささいな出来事が、大大的な事件 な
る。大陸の一部は、火焔をあげて燃えるところであった。たった一人の人間と国民全体の物語と 、そのようなものである。
われわれがすでに述べたような事件は、人力の及ばないものである。神がぜい言を尽してわれわれに助言を求めたとしても、事件解決のめどが
つかないものである。その事件は遠いところで起っているため、人間が手を貸す可能性はなかった。
しかし、 たしが心底よりここに記し、説明するものは、前代未 んのひじょうに特異な結末である。わた はこれまでに実に多くの作品を読んできた。それらの作品は、悪事が露見したことを扱ったもので った。しかし、わ しは悪事の経過
において、これほど注目すべき事件と出会ったことはない。と あれ、そのような理由から、わ しは事件をここに記録しておこう。法的な文書において記録されたものを除くと、わたし以外だれもその事件を書き留めた者はいな ようだ。
その事件が起って二年ほどたってから、本件ばかりか さら 第二の殺人についての身 毛もよだつほどの秘密が露見し、人を感動させた。わ
たしは先 ヨンケルが書い 喜劇についてふれ 芝居の表
タイトル
題によって、恐るべき人殺しの一団の捜査がはじまったのである。
われわれの大学の学生の一人は、つい先ごろ法学博士とな 、驚いたことにＢ
ベー
……村のほうに行くことになった。わたしは進んで告白するが、
かれと約束 て会う機会がな ことは、ひじょうにはっきりしている が、Ｂ
ベー
……村へ赴いた件については、口頭で知らせてくれた。だからかれ
自身にこの場をかりて語らせることにする。
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わたしは家族をたずねようと、Ｂ
ベー
……村の方に行った。ご存知のとおり、ヨンケルが出立する前夜、わたしは集まりに参加していたのであるが、
不幸なヨンケル・ファン・ロデレイケもその場にいた。君らも、そのときそこにいた。われわれは、その晩がヨンケルとすごした最後の夜になろうとは、夢にも思わなかった。再会できないとは、夢想だにしなかった。
ともあれ、わたしはＢ
ベー
……村にむけて出立した。そのときわたしは馬車に乗って出かけたのであるが、例のぞっとさせるような犯行が露見した
場所に至る道にむかっているとは夢にも思わなかった。ヨンケルを殺 た犯人の手がかりがすぐ得られるとは、思いもしなかった。
わたしは朝のうちに馬車でＧ
ヘー
……の町を出発した。わたしの旅は、Ｒ
エル
……村を通ってゆくものであった。Ｒ
エル
……村に用事があり、そこへ馬車で
出かけた。ある宿屋で馬車をおりたが、そこは村にある唯一の旅館であった。そのころ「ドゥ・カルトハイセル」 いう看板をかかげていた。その後、宿の亭主がかわったが屋号の評判 よくなかったので、看板を変えることにし、 「デン・フェルフルデン・マルテル」と改めた。
御者が馬を交換している間に、わたしは用向きがある紳士を訪ねることにした。その家に着くと、相手が不在であることがわかった。家族をと
もない、朝のうちに乗りもので出かけ留守であった。使用人は、主人らがどこへ出かけたのか知 なかった。が、教えてくれたところによると、午後に帰宅すると思われる、ということであった。何をして時間をつぶそう ？
わたしが当地にやって来た用事というのは、すこしの遅延をもゆるさないものであった。Ｂ
ベー
……村にやって来たのは、緊急を要する用向きのた
めであった。だからわたしは相手が午後にもど まで村にとどま ことにした。 のため、宿屋にもどることにした。昼食 モ ヘンワイン（朝
に飲むワイン─訳者）を一びん注文した。パイプに火をつけ、しばらく気晴らしをするために村のまわりをぶらついた。ぶらぶら歩いて教会墓地や司祭館のまえ 通って行った。村の司祭が庭でしごとをしているの 目にした。司祭はわた のあいさつ 気さくに答えてくれた。ちょっとかれと話をしたくなった。
わたしはすこし司祭と話をした。司祭は控え目の人のように思えた。ちょ
っと会話をしてから、わた は道の先を行った。ちょうどにわか雨がふって来たので、わた はすぐに宿屋へ引き返した。雨が降りやまなかったので、
ヨンケルの元学友が司祭と話をしている
図。『楊牙児奇談　全』（広文堂、明治
19・12）より。
（38）65
ふたたび遠くまで散策したいといった気分にはなれなかった。
たいくつしていたから、わたしはありふれた暖炉のそばにすわると、宿屋の亭主と雑談をはじめた。宿の親父はぶっきらぼうで、がさつな男で
あった。わ しはかれとはじめて会ったときから、その目つきが気に入らなかった。亭主の女房の外観にも、人をすこし不快にさせるものがあった。
両人の眼をちょっと見ると、心証を害するものがあり、わたしに嫌悪の情をいだかせた。わたしは手持ぶさたであったので、この間に手紙をだ
すことを思いついた。わたしは件
くだん
の紳士宅に急いで手紙を出し、帰宅したら早々にこちらに知らせて欲しい、と連絡した。ペンと紙をもとめ、静
かに手紙をかくことができる部屋を当てがってくれるよう頼んだ。
わたしは二階の部屋に案内された。わたしは机についてすわった。その前にベッドが一つあった。あたえられた文房具 、そまつなものであっ
た。ペンは硫黄マッチのように見えた。そのようなもので紙の上に文字を書くこと でき わたしはペンナイフをもっていなかった。さしあ り無いものといえば、それであっ
わたしは目の前の机の引き出しの中に文房具が入っていないか、ペンナイフの有無を宿屋の女房に調べてもらった。わたしは机の引き出しを開
けると、その中で揺れうごくものがあった。 、ゴロゴロと鳴るだけ あり、わたしが捜しているものではなかった。
ふたたび引き出しを押し込もうとしたとき、何かを記し 書類 ばが目 ふれ、思 ずそれに注意を引かれた。わたしはその書き付けを にと
った。それは四つ折り判の小冊子の形をした書類 ばであっ
その筆跡……その文字の書き方……に見覚えがあった。その小冊子そのものをじっくり見、ついで読んでみた。おお、神よ！わ しは苦悶のあ
まり死ぬおもいをした。わた が手にしているその書類たばは……何んと れ ……殺されたヨンケルの喜劇の表
タイトル
題が付いたものであった！
それはヨンケル自身の手稿であった。そ 手稿は、かれが出立する前夜に、われわれに見せたものであった。そのときかれもわたしもそれを手
にしたものであり、不幸なヨンケルが出発する際に持参したものであった。
君たちは、その手稿
0
のことを覚えているだろうか？そのとき思いがけずその場で手稿を目撃したときのわたしのはげしい感動をどう伝えたらよ
いだろうか。そのときヨンケルが大事に身に けてい 手稿が、なぜ こに るのか？…なぜにこの宿屋にあるのか？……なぜこの引き出しの中にあるのか？……
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君たちは、そのとき手稿の表紙に記されていたのは、せいぜい三、四行におよぶ表
タイトル
題だったことを承知のはずである。わたしがその表題のもと
に、ラテン語で書かれたつぎのような文章を読んだとき、ヨンケルがわたしに伝えたかったものは何であったのか、想像できるだろうか。
願わくは、他日、この小冊子が発見され、わたしの手稿であると認められることを。これはわたしがＲ
エル
……村の宿屋で一晩泊ったさいに、みじめな殺
され方をすることの証拠となるものです。Ｇ
ヘー
……の町にある大学へ行けば、この手稿の作者が判明するはずです。またわたしの運命も知ることになりま
す。ああ！わが父母よ！ああ！わが友よ！この文章を書いている最中にも、わたしの最後のときが訪れるかもしれない。きっと連中は、わたしを殺すだろう。あ ！わたしはかれらの手中にある だ。ねがわくは、わがあわれなる魂よ、神よかれらに慈悲をたれたまえ！
わたしの心は、ありとあらゆる感覚に襲われた。わたしはきちんと物事を考えられなくなった。血はたちまち頭のほうに登っていった。わたし
の神経のすべては震えた。暑さと寒さを交互に感じた。たちまちわが心に電光石火のようにある考えが浮んだ。ある陰うつな虫の知らせが、わたしに何やらささやいた。ある考えが、心の中で沈黙していた。
わたしはその考えを捉えてみたいと思った。……突然、ぞっとするような一条 光線が、わたしの体から立ち登っていった！ひゃあ！わたしは
再び身震いした。氷のように冷たい戦慄にぞくぞくした。わたしは恐ろしい秘密をそっくりのこぎりでひき切ってしまった。
ヨンケルを殺 た犯人として、わたしの目のまえに、宿屋の主人とその女房がいたのである！わたしは死 恐怖のなかにいる不幸なヨンケルが、
人殺しと闘っている姿を想像してみた。
わたしがいますわっているこの部屋で
─
かれは殺されたのであろう。わたしのそばの四柱寝台の中で
─
おそらくけいれんしながら息をひき
とったことであろう。わたしは死にたい気持になった。身の毛もよだつばかりの事件の現場が、わたしの目のまえにむき出しになっていた。しはすでに気分がわるくなるような謎を解 ていたのだ！
表タイトル
題のラテン語が知らせようとしたものは、恐ろしい殺人を裏づけるものであった。じゅんぶんな脈絡はなかった。が、じゅうぶん犯罪の発見
につながるものかも知れなかった。
いずれにせよ、不幸なヨンケルは、おわかりのように、そのラテン文を恐怖 混乱のなかで書いたのであった。おそらくかれは、眼前に が迫
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っているとき、息がつまりそうな瞬間に、それをしたためたものであろう。
かれはまあなんと、他者のことを考えて、慎重な態度をとったことか。すなわち、人殺しの注意をそらし、第三者に発見されるように、手稿が
雑物のなかから回収されることを願って、引き出しのなかに入れたこと。慎重にふるまったことは、いかにかれが平静であったかの証明になるものではなかった 。
じぶんの身のうえに起こりそうな体験の報告を、ラテン語で記したこと。犯人一味の名前に言及しなかったこと。その結果、人殺しらは、引き
出しの中にある重要書類をみつけても それが大事な書き付けだとおもわないようにしたこと。ヒントの行文に、かれらの恐るべき犯行をにおわせておいたこと。
わたしは初めのうちおちつかなかった。心の奥底では動揺していた。さまざまの考えの行列が、頭のなかで静止していた。
─
不安、恐怖、感
動、殺された友人のあだを討ちたいといった欲求が……つまり、わたしの心の奥底で、はげしく荒れ狂っていた
心がいっそうおちつき、緻密の思考ができるようになったとき、わたしはまずじぶんが置かれている命に かわる情況を、心にふかく刻みつけ
た。わが身を脅かす危険のことを思ったり、このような精神状態にあるわたしを宿の者にみつ り、不意に襲われることを想像する 、わたしはさらに身ぶるいした。
わたしは徐々に平静さを取りもどし、外見上はかなりおちついているふりをした。が わ しの心は、その きこの恐ろしい出会いにすっ り
とりつかれていた。このＲ
エル
……村への旅行の主意と同村での滞在目的は、わたしの眼中から消えうせていた。わたしはヨンケルのあわれな運命の
ことだけを考えるのに忙しかった。
ついにわたしは何をすべきか決心した。どうしたらいまじぶんがいるこの怪しい家から逃げだすことができるか。 ぜなら熟考のすえ、この恐
ろしい情況において、気をつけねばならぬのは、じぶん 命 救うことであったからである。
悪党にたいしては、つねに恐怖と疑惑がともなうものである。わたし 計画が人殺しら 知られ、不意に襲われ も たら、万事休すである。
わたしはその大切な手稿を注意周到に衣服の かにかくし、急いで人殺しの住い ら逃れようとした 階下にお てゆくとき、心臓がどきどきするのがよくわかった。
宿屋の女房が、玄関のドアのところにい 。わたしは憎悪と憤怒を ってそ 女をみた。じぶんが狼狽しているのを 彼女に感ずかれはす い
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かとおもった。女の視線は、わたしに注がれていた。女は横目でわたしの跡を追った。しかも、その目はわたしがドアの外に出、宿屋から遠ざかってもわたしの跡を追っていた。
通りの途中まで来たとき、わたしははじめてほっと一息つくことができた。じっさいわたしは、前にちょっと会ったことがある好意的な司祭の
住いのほうに向っていた。わたしは話をするために、ひとりで司祭をたずねた。司祭は、ほどなく穏やかにわたしを迎えてくれた。
かれはそのときわたしがひじょうに動揺 ていることに気づいた。かれに姓名を名乗ったところ、たまたま同じ一族であることがわかり、われ
われはお互 うち解けるようにな 司祭が昇進してＲ
エル
……村の安あがりの教区に着任できたのは、わたしの近親者のおかげであった。このた
めわたし 法律を信じてずげずけものをいった。わたしが宿屋の夫婦にひそかに嫌悪の情を抱い のは、じぶんの偏見であった かどうか、わたしはあらかじめ納得したかった。
しかし、わたしは今回じぶんの予感に裏ぎられることはなかった。その点について司祭に尋ねたら、かれは肩をすくめ意味ありげに頭を左右に
ふった。わたしはもっと知ることをいとわなかったが、聖職者が置かれている立場というものを尊重せ ばならなかった。かれはそのためにじぶんの特殊性をすこ も失なうことはない、 いうが、わ しにはわかっていた。
司祭はさらにそのとき、ほかの場合よりも、もっともの いえる状況にあった。その宿屋の亭主も下男の女房も、みな司祭の教区に属していた
が、告解に行ったことはなかった。ちょっと聞き込んだ話では、それは納得できるものであったが、あの連中はみんなたちが悪いとのことであった。
いまわたしは司祭に、ヨンケル・ファン・ロデレイケの有名な事件のことを想い出させ 。その事件がおこっ から一年半以上たっていた。そ
の事件は、また記憶に新しかった。が、司祭 すぐにその事件 こ を思い出せなかっ 。わたしはかれに件
くだん
の喜劇のこと、どんな風にしてそれ
がいまわが手中に帰したかを語った。そのあとわたしは、宿屋でそれと出会ったとき 一部始終や疑念をいだく 至ったことを、かれに伝えた。
司祭はびっくり仰天した。わたし かれ 恐ろしい魔よけについて教えてや た。司祭はあっけ とられ、長い そ ことに いて考えてい
た。いま同時に たしの眼の中に飛び込んできたものは、わ しが れまでに気づかずにいた のであった。そ てそれは そのとき がわたしの注意を喚起したものであった。
すなわち、ラテン語の文章は、不幸なヨンケルが死の恐怖のなかで書いたものであった。それはかれの手跡であることが っきりしていたが、
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文字は不ぞろいであるばかりか、ひじょうにぞんざいであり、異なるインキを用いて書いてあった。
状況から、われわれは用心することが肝要であった。われわれは万全の策を講じる必要があった。うまく行って欲しいと願った。われわれの一
致した考えというのは、すなわち、殺人の容疑者を司直の手にわたし 裁いてもらうことであった。とにかく、宿屋の家族だけが事件の犯人なのか、それともほかに共犯者がいるのかどうか、われわれにはわからなかった。
だが、公然とさわぎ立てるようなことをすると、犯人らは近づきつつある危険を察知し、警戒するかもしれないし、また連中を捕えてもらうた
めの各努力も、おそらく徒労に帰するかもしれな った。だから、よく考えた末、われわれは治安裁判所の力を当 にする決心をした。われわれは直ちに村の代官に会いに出かけた。わたしは立派 風さいの白髪の老人と会っ 。かれの表現力ゆたかなまなざし、かれの表情ゆたかな顔つきなどから、この人物をありふれた村の代官にしておくのが不相応であった。
われわれは代官に、事件の全貌とわれわれの推測をすっかり話した。さらにわたしは、いまひじょうに重要になっている手稿をかれに手渡した。
代官はわれわれの話に注意深く耳をか むけた。かれ われわれの考えにすっかり同調してくれた。　─
よいか、みなさん。よく聞いて欲しい！
と、代官はいった。
　─
あなた方の推測は、根拠のある話ですか。宿屋の亭主と女房は、その恐ろしい犯罪の犯人といわれるが。だとすると、判を押したように何
年もその宿屋に奉公している下男 どうな か。つま 、その者はまったくのろ で しか、それとも宿屋の夫婦の共犯者なのか……。少 くとも、その下男は、犯罪に気づ ていた も知れない それゆえ、わたしがこ ことを断言しておくわけは、わた は下男の子供 ちをよく知っているからな である。さて、下男 臆病なな ず者であろう。 の者 主人ほどはずる賢こくなく、大胆さや勇気 欠けて よう。かれはさらに主人の犯意に屈服したのであろう。だから、 われはまずこの下男 ら吟味せねばならな 。
悪人は愚鈍にして臆病である。不意打ちによってびっくりさせ、その恐ろしい犯行の罪を着せられれば、めっけものである。そしてかれがじっ
さい罪を犯しておれば、それとも後ろめたさがあれば、狼狽するは である。そのときこそ、われわれ 宿屋の主人のたし な秘密を知ることになる。
もし下男が罪を犯さず、人殺しの一件も知らないとすると、かれのむきだしの落つきが、身のあ しをじゅうぶん立証 はずである。
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さあ！たわごとの長談義はおしまいにするとしよう。わたしは何かにかこつけて、その下男を呼び出すことにしよう。このとき代官は、呼び鈴を鳴らした。すると使用人がひとり部屋に入ってきた。われわれは愚にもつかぬ話をするために一室に入った。使用人
は用をうけ外出した。われわれは窓越しに街のほうをしばらく見ていたら、その者は例の下男を同道し、宿屋のほうからやって来た。
われわれは、じぶんたちがいる部屋のドアをすこし開けておいた。代官の部屋での成り行きを一部始終聞くためであった。代官の居 のドアが
開く音がし、その男が部屋のなかに入ったとき、わたしは不安を覚えた。まるでじぶんが犯人であるかのように 心臓がどきどきした。　─
お代官、お召しでしょうか？
と、かれは気むずかしい調子で口火を切った。
代官
　　　　　　
（冷ややかに）さよう、フィリップ。
フィリップ
　　　
（ちょっと乱暴 何のごようでしょうか？
代官
　　　　
（ぞんざいな調子で話をつづけた）お前のことで悪いうわさが立っている
のだが、 。フィリップ
　　　
ほう！ほう！すこしも身に覚えがありませんが！「カルトハイザー」のフィリップといえば、がっしりとした肩をもっていることで知られ、さらに正直者で通っておりま 。
代官
　　　　　　
そうではないであろう、フィリップ！そのようないい方をすれば、まるで無実のように聞える。しかし、そこもとの評判はけっしてよくはないのである。まあちょっと考えてもらいたい。先頃、日雇い労働者のトーマス老人を虐待した は誰であったか！
フィリップ
　　　
まだそのことをご承知ないのです ？その問題は解決 た おもっていす。
代官が下男を尋問する図。J. B. Christemeijer: Oorkonden, 
uit de gedenkschriften van het Strafregt: …Amsterdem, 
1820より。
（44）59
代官
　　　　　　
まことか？そこもとは解決ずみとおもっているか？尋ねたことだけに答えてもらいたい！だれがこの件を取り扱ったのか？
フィリップ
　　　
まあ、 のわたしが処理したのです。そのため八日間も地下牢に入れられました。パンと水をあたえられ……。
代官
　　　　
罰をうけて当然だ！ かし、それだけではないのだ。そこ とはもっ 悪いことをしている。ユダヤ人のキルサクの果樹園に火をつけたのは誰か？また百姓のグッセルスの馬を肩輪にしたの 誰か？
フィリップ
　　　
まあ、その件については潔白です！それは過去のことです！
代官
　　　　　　
とはいっても、忘れてはいないだろう、フィリ プ。
フィリップ
　　　
（あざけるように）たしかに覚えています。お代官さま。すくなくともわたしの財布が、いまでもそのことをよく覚えています。いたずらをしたために散財してしまいました。
代官
　　　　　　
（大まじめに）そこもとは、そのことをいたずらといったが、同胞を故意に傷つけたではないか？どっちにせよ、そこもとは悪党だ。
フィリップ
　　　
なぜにざんげを勧める説教が出てくる か、お代官？
代官
　　　　　　
最近、そこもとを訴え出た者がいる。
フィリップ
　　　
それはどういうこ か、話をお聞きし しょう。いった 誰がこのフィリップ様を再び悪党に仕立 たの
代官
　　　　
フィリップよ は良心 もたぬのか？
フィリップ
　　　
（悪意をもって、あざけるように）良心ですと、お代官？はあ！はあ！おかしくって。あっしにはざんげすることは何もありません。
代官
　　　　　　
（しだいに言葉に力を込めて）笑うでない、フィリップ！その方は例のことを忘れることができるか。そのことについて何もいってないではないか？
フィリップ
　　　
へえ？おもしろ ことになってきた。くだらない。神かけて何の所存もありません。
代官
　　　　　　
（畏敬の念をおこさせる声と恐ろしい語勢をもって）この大悪党め！ の方は死刑台 うえに乗っても、まだ白状しないつもりか。哀れなる者よ！だれが殺されたヨンケルの死体をマットで包んだ
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フィリップ
　　　
聖母マリア様！なんと……何のことですか？
代官
　　　　　　
このろくでなし！白状するがよい。 んどは逃れられないぞ。
フィリップ
　　　
（びっくりし、どもりながら）これはたまげた、何をいったらよいのか？わたしは……わたしは……殺されてもしかたがない身です。代官さまがおっしゃるように……もし……そのことをわたしが知っているのなら……。
代官
　　　　　　
おい！この悪魔め！このわたしをだまそ というのか！ぜんぶわかっているのだぞ。だが、お前の口から直かに聞きたいものだ。お前が死体を川に沈めたとき、その方ひ りでやったのか、それとも宿屋 亭主に手伝ってもらったのか。
フィリップ
　　　
お代官！……わたしは……何も……何も……やっては ません……。
代官
　　　　　　
いまじぶんの姿をよく見てみろ！お前の良心は何も語らないのか？お前 いつも人のものを盗む方法を知 いるくせに、ひとことも言葉を発することができないのか？ 前は人でなしである。われわれ 手中には、血だらけの証拠があるのだぞ。
フィリップ
　　　
血まみれの？……わたしは……おお、神よ 息が……切れる！
代官
　　　　　　
おい、悪党よ、白状せい！その方は恐怖のあまり、息 苦 いようだが、何にびくついているのだ？
フィリップ
　　　
いいえ、代官様！わたしだけではな のです。 あ 御生だから わたしだけではないの 。
代官
　　　　
悪党よ！そのことはわれわれも承知して る。お前の罪深い主人夫婦が、その方に罪を帰せ ものであろう。
フィリップ
　　　
（怒りを爆発させて）なんと……？悪魔め？なんとおっしゃいま た？……わたしの主人らが……？おお、悪魔のようなやつらだ！（歯ぎしりしながら） 。地獄に落ち、天罰をうけるがよい！やつらのことは決して忘れないぞ！ああ！ っら洗いざらい話すぞ。それを聞くと身 毛がよだつぞ。
代官
　　　　　　
（はげしく呼び鈴のひもを引っぱりながら）わたしの目の前から、この人殺しを引き立てよ！（その間に代官の部屋にいた廷吏にむかって）こやつに手錠をかけ 連行せよ！
司祭とわたしは、感動のあまり、押しだまったままであった。代官の策略がうまくいき、フィリップは主人夫婦に密告されたと思ったのである。
かれは怒りのあまり我を忘れていた。代官はその場で逮捕された犯人のあとから監獄におもむくと、そこでいっさいを白状させた。
わたしが村を離れるまえに、宿屋の人殺し夫婦はすでに逮捕され、かつ拘留されていた。わたしは初公判のときには、わたしは用件をすませ
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ので、出立することにした。わたしの頭の中は、Ｒ
エル
……村において目撃したところのことでいっぱいだった。
喜劇の草稿を発見したわたしの友人の話は、右のようなものであった。三人の悪党が捕えられてそれほど時が経たぬうちに こ 連中がしでかした第二の殺人が明るみになった。宿屋の主人夫婦は、はじめのうちか
たくなに罪を認めようとはしなかった。が、かれらの下男に、もし正直に自白し、真実によってぞっとするような秘密が明らかになった場合、ひょっとすると命が助かるかも知れ い、といった一るの望みが伝えられた。
この方法は、下男に大きな効き目があった。ことにかれの共犯者に対しては、拷問台の恐怖よりも効験があった。その結果、下男はそのいまわ
しい事件の全貌をつつみかくさず白状した。
ヨンケル・ファン・ロデレイケが殺される前日の昼ごろのことであった。
　─
これはとくにその下男が告白した話であるが
─
宿屋に一人の男がやって来た。
その男が旅行かばんをもっておりました。巡回商人のようにおもわれまし 。強い酒を一杯くれというものですから、宿屋の主人のマティイス
は出してやりました。主人の女房は、ちょうどそのときに昼食を出すのに余念がありませんでした。旅人は昼食をもとめると、食卓につきました。その者は、食事をおえ ら、旅をつづける もりのようでした。
われわれはテーブルにむかってすわっていると、ふたたびひどい空模様となりまし 。すざましい風が起ったかと思ったら、突然大雪がふりだ
しました。そのためその男は、予定を変更せざるえなくなりました。かれは宿の主人に明日の朝まで滞留できるかと尋ねました。かれは、朝になれば、再び出立するつもりでした。かれの問に、 「いいですよ」の返事が返ってきたので、一晩やっかいになる気になりました。
その後、かれはビールのジョッキを注文し、席でパイプを吸いはじめました。われわれはその者と話をする 旅人はオランダ人であ
り、リンネル製品やレースなどを商う小商人であること 知りました。ブリュッセル
0
から来た者であり、かの地においてレースを仕入れていまし
た。かれは荷をいくつか開き、それ テーブルのうえにのせると、宿屋の女房に買 いいました。女房はレースを眺めているうちに、それがことのほか気に入り、買いたいようなそぶりをし
彼女はレースを値切ったのですが、商人は値段について折りあいがつきませんでした。長いこと互いに値段の交渉をしましたが、売買は成立し
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そうもありませんでした。商人は品物をトランクの中にしまい込みはじめました。商人が品物をせっせと積み込んでいる間、宿屋の主人は行ったり来たりしておりました。このとき女房は、夫に目くばせを した。
すると亭主は商人をそばに呼び寄せると、何やら耳打ちしているようでした。亭主がかれに何をいったか、わたしにはわかりません。が、わた
しの推測によると、それは単に口実としてやったすぎないのです。なぜかといえば、商人がテーブルをはなれ、そこに戻るまでの間に、女房はすばやくレースの巻き物を盗むと、それをじぶんのふところに隠したからです。しかし、商人はすぐにレースが無いことに気づき した。かれはそのことを女房に話しました。
女房は何も知らないふりをしました。商人は、いままであったレースの一巻が無く
なった以上、ふたたび員数をそろえる必要がある、と主張すると、そのあばずれ女は、商人とはげしい口論をはじめました。ことにこの家は泥棒の巣
そう
窟くつ
だ、といわれたとき、
商人にりっぱな我が家を掃除したいから、すぐ出て行けといいました。
ともかく、そのオランダ人はレースの一巻を取りもどすことができませんでした。
かれはレースが存在したこと、村全体と掛けあっても消えたレースを取りもどす、ときっぱりいいました。そのときそのあばずれ女は、気が狂ったように騒ぎだしました。亭主のほうもひどい罵声をもってその商人をおどし、すぐに沈着を失ったかのように、かれをドアの外にほうり出してしまいま た。
商人はこのためにますます怒り、この宿屋でレースの一巻が盗まれた、といって相
手をはっきりと非難しました。が、盗まれた品のとりもどし方をよく承知しているといいました。そうしているうちに、商人は旅行カバンを小わきにかかえ、帽子をかぶると、何もいわずドアの方にむかって行き
そこでマティイスは、まき載せ台をもって商人の頭に強烈な一撃を加えたところ、
相手は意識をうしな 、床のうえに倒れました。そのときわたし 傷口から血が流れ
宿屋の女房がレースの巻き物を盗む図。『楊牙児奇談　全』（広文堂、明治19・12）より。
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出るのを目撃しました。商人はのどをゼイゼイいわせていましたが、マティイスはまたもや鉄製の薪
まき
架か
でなぐりつけると、声を発することなく絶
命しました。
わたしはその家における抜け目のない行為を目撃しかつ手伝いをしました。が、はじめからそうする気はありませんでした。マティイスが商人
に最初の一撃をくわえ、かれを気絶させたうえ、床のうえに転倒させたとき、その男がかわいそうに思い、助けたいとおもいましたが、亭主の女房が悪態をつきながら たしを押しとどめました。女房はわたしに、お っかいを焼きたいのかと尋ねました。
殺人がおこなわれてから、夫婦らはひとかたならず
周しゅう
章しょう
狼ろう
狽ばい
しました。かれらはお互い悪口
雑ぞう
言ごん
をいいはじめました。マティイスはわたしに
厳重に口止めをしました。かれらはさらに商人の梱
こり
から手いっぱい品物を取ってもよいことを請け合いました。しかし、極悪非道のマティイスを
恐れるあまり、わた は当人を信用 ていませんで が、猜疑心を招くと、殺されそうであっ ので、口をつぐんでいました。
わたしはこの事件に巻き込まれて まいました。もしわ しがこの夫婦 告発 たとしたら、かれらはわたしを共犯者呼ばわりできるのです。
裁判所はどのみちわたしに悪意をもってい すから そ だけ一層わ しの行動を許すわけはありません。 後、マティイスが語っ ところによりますと、商人をただおどし、黙らせるつもりであったということです。 かし、意外の結末となっ のです。商人は、それはかれのせいではなかったのですが、マティイスによって頭 強打されたのです。とにかくその後、マティイスは口をつぐみ、そのためわれわれも用心を第一としました。
われわれはちょっと話し合ってから、死んだ商人の死骸を処理するもっと 適当な方法は、それ 水中に投げ入れることであると一決しました。
しかし、当村はどこもかも氷が張りつめてい ので、死体を水中に投棄することは賢明でないと思いました。この村の近所は、氷がひじょうに厚いために、氷に空けた穴の中に死体を投げ入れること しました。
われわれの村から三十分ほど行った所──Ｌ
エル
……へむかう街道に、ひじょうに深い運河があります。そこの流れはつねに勢いがあり、二つの水
車に水を注いでいました。Ｌ
エル
……のビール醸造所は、その場所からたいがい水を手に入れていました。そこの奔
ほん
流りゅう
のおかげで、水は近郊の他の場
所のものよりも新鮮なのです そのため極寒の時節のときも、わざと氷 大きな穴があけ れていま た。われわれ そういっ 穴 死体を運ぶことにしました。その夜は、月が沈む がおそ ったので、翌日の晩 実行することにしました。就寝中、われ はその死体 長い とほとんど使われなかった部屋に入れると そこのわらの上にそれを置きました。
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翌日の晩、古い敷物で死体を包み、重
おもし
石をつけたりしましたが、水の中に投棄したとき、死体が浮きあがらないようにするためでした。われわ
れはそのような作業に余念がないとき、玄関のドアをそっとノックする音がしました。ついでわれわれは誰かが家の外で苦しみうめくような物音を聞きました。われわれが死体を敷物でつつむ仕事を半分ほどおえたときのことであり、じゃまが入ったのです。われわれはすぐ仕事の手をやすめると、ドアをあけに行きました。夕方の六時すぎのことでした。
中に入って来た見知らぬ者は、ヨンケル・ファン・ロデレイケでした。しかし、われわれは初めのうち相方が何者かわかりませんでした。かれ
は寒さで凍えており、さらに足の痛みに苦しんでいました。Ｇ
ヘー
……の町からスケートに乗ってやって来たのですが、氷のうえでころび、けがをし
ていました。そのときに受けた傷が痛むため もう前へ進むことができず、スケートのひもをほどくと、足を引きながら、ここまで骨を折りつつやっ 来たのです。
かれは夕食と一夜の宿をもとめました。かれの両親がいる城まで、徒歩で行っても三時間以上は優にかかったし、そこに行くことはとてもでき
ませんでした。だから「カルトハイザー」旅館で一晩すご 、翌日、傷のぐあいがよければ、スケートに乗って城に帰るつもりでした。しかし、もし痛みがひどいばあい、とても帰宅できそうも りませんで
かれは暖炉のそばに腰をおろすと、傷ついた足をあらわにしました。深い傷ではなかったが、それをブランデーと水で洗い、そのあと足を横た
え休みました。しかし、夕食をす せ あと、傷口の痛みを訴え、休息したいとい そこで宿の亭主は、かれを部屋に案内しました。その部屋はロデレイケの手稿が発見され 所 宿の亭主は、かれに寝場所を指 しめしてから 階下におりてきました。
断言いたしますが、これまでマティイス その女房は、ヨンケルに対してすこしも邪しまな気持を抱いてはおりませんでした。あら じめちょ
っと証言しておく必要があり す 、女房のほうはヨンケル 傷口に包帯をしてやってから、それを縛るのを手伝いま そのあ 、起ったことといえば？……
われわれは腰をおろし、ちょうど話の最中でした。
─
死んだ商人の死体を運ぶいちばんよい方法とは何か。ヨンケルにかぎつけられず、真夜
中に家から何かを持ち出すにはどうしたらよい 。そのとき階段をおりてくる足音がしました。ヨンケルは用を足すために くると、宿屋の亭主にトイレはどこか教えてくれといいま た トイレは家の裏手にありました。
わたしはかれをトイレに案内すると、カンテラをか のそばに置きました。ちょっと経ってから、帰ろうと たとき、家の裏手のほうで何やら
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大きな騒音がしました。そしてしばらくして、ドアが手荒く閉まる音がしました。そのときマティイスは見ますと、そのおびえた顔をいまだかつて見たことはありませんでしたが、実に青ざめ おりました。かれの顔色といったら蒼白でした。
ヨンケルは、恐怖の大きな叫び声をあげながら部屋に入って来ました。かれは死人のように蒼ざめておりました。体ぜんたいは芦
あし
のようにこわ
ばってい 、カンテラを手にもっておれないほどでした。かれは口の中で何かぶつぶついっていましたが、その意を理解することはできませんでした。
われわれは、おびえた人間のことを理解できないにせよ、何が起ったのかすぐに想像できたとしても驚くにはあたらないのです。かれは心の重
荷をおろすと、すぐに心安く話すようになり
ヨンケルはトイレを出ると、家の裏 方角 まちがえ、誤ったドアに達し、それをあけて まったのです。と同時 、半分敷物で包まれた殺さ
れた商人の死体が横たわっているのを発見したのです。その光景をみて、ヨンケルはびっくり仰天し、か 狼狽してしまい、ほとんど我が忘れるほどでした。われわれもその他の理由で堅くなってしまい、こ 宿命的な不意打ちをうけて、まったく当惑してしま ま た。
びっくり仰天したヨンケルが、しっかり理解する必要があったのは、死体をみつけたから はただでは済まされぬこ でした。そこで目に涙を
ため、出立を許可してく るよう懇願し、もし出発させてくれたら 有り金を残らず提供 てもよい と申し出ました。ヨンケルは全能の神や将来の審判について語り、人の心 うごかすように哀願した めに、わた の胸はもうすこ で張り裂けるほどで た。
ただ無事に出立させてもらえたら、今晩見たことを終生秘密にする 神かけて誓 ました。マティイスと女房は、ヨンケル 話を聞く耳を
もちませんでした。さらに女房は頑として聞き入れませんでした。しか そのとき、かれは危害を受ける懸念 なかっ の すが、 いにひざまずき、目撃したことのすべてを永久に忘れることを、神の御
み
名な
において誓いました。それまでわたしは何もせず、ことの成り行きを傍観してい
たのですが ヨンケルの に取りなしを ま た。
そこでマティイスと女房は、お互い何やら内々のひそひそ話をいたしました。そして宿屋 主人はヨンケルのほうに歩み寄ると、こういい し
た。　─
もし夜ふけにあんたを出立させたら、目的地に着けませんぞ。そのためこの村に滞在することになると、世間の疑惑を招くことになる。お
まけにわれわれに敵意をもっている者もいる。あしたの朝になれば、われわれはあんたをまっ 自由に出立さ よう しかし、今夜はこの家に
52（51）
楊牙児奇獄
とどまり、立ち去ることを思いとどまるべきである。
あんたはもういちど二階の寝室にもどり、休息すべきである。あんたはわれわれの掌中にある。もしちょっとでも騒ぎ立てたら、貴様の首を切
断するからな。だが、二階に行くまえに、今夜わが家 見たことをけっして公言しない、と誓ってもらわねばならぬ。
ヨンケルは、マティイスに迫られ、恐ろしさのあまりぞっとし、宣誓いたしました。そのあとマティイスは、おびえているヨンケルを寝室に案
内すると、ドアにしっかりとカギをかけ、そのカギをもって二階からおりて来ま た。
女房は亭主をはげしくしかりつけました。亭主がヨンケルの部屋に終夜燈を置 てきたからです。ついでそのことで夫婦のあいだで大げんかが
起りました。わたしはヨンケルの運命にかかわ であろうと理解しました。だからマティイスはぞっとするような悪口雑言を口にしました。　─
だれにも悟られぬように、われわれは奴の口を封じる必要がある。
このときわたしは両人の企てに反対しましたが、夫婦がわたしに確かめたのは、わた がかれらといっ ょに始めた事の次第でした。そのため
わたしは二人を信用できなくなりました。わたしは連中がどんなことでもやりかねないことを知っ おりました。わたしはこれまでかれらの共犯者として罰に値するさまざま事件にかかわってまいりました。し もかれらはわたしに多くの悪事を手伝せてき のです。
それゆえわたしはこう考えました。もし人殺しがおこなわれる場合、引きとめようと。要するに、かれらを裏切ることになるが、恐ろしい行為がおこなわれるのを極力はばもうと。ヨンケルはじぶんの死をやすやすと予知できたこと た かであ 、そのとき件の文章をしたためたに違 ないのです テーブルの引き出しの
中に文具を捜すといった考えは、文具は引き出しの中にあるのがふつうです どのようにして生じたのか、わたしには分かりませんでした。だからわたしは、文具はその きテーブルの引き出しの中に入っておらず、外に出 てあったとおもいまし 。
ですから文具を見つけることはたやすいこ でし 。そしておそらく手紙を た めようといっ 考えが、まずかれに生じたに違いありません。
そうでないとし ら、わたし こ 恐ろしい偶然 出来事をとても説明できません。
その夜の十一時ごろのことです。宿屋の女
おかみ
将は何か用事にかこつけて、わたしに宿の裏手にある馬屋まで来るようにいいました。わたしはじぶ
んがいない間に起ったことを推察し、身ぶるいしながら出かけました。ちょっ 出かけてみたけれど 再びもどってまいりました。
わたしは宿屋の主人にいいました。なぜならわたしは、かれ 眼の中に意図するものを読みとっ からでした。
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──どうか、ヨンケルを逃してやって欲しい！かれはわれわれに何をしたというのか？奴はじっさい宣誓さえしたではないか……あいつは神に
見放された人間だ！
亭主はおこって泡を吹きだし、テーブルをこぶしではげしくたたきました。
　─
何によってお前は口出しするのか？お前はカラスのシチューでも作ってもらいたいのか？それだと奴は賄路を使って人を沈黙させる必要が
ある。同時に女房はわたしを押し退けると、こういいました。　─
お前は早く馬屋へ行くがよい！おまえはびくついているようだね。この前おまえが旅行かばんを紛失した き、あたしたちが手 貸した折
いったことを忘れてはいまいね？
このことは主人が先に旅行者のかばんの件でわたしに承知させたことであり、主人夫婦は旅人の旅行かばんを盗む をわたしに手伝わせたので
す。わたしは足取重く、裏手のほうに行きました。連中は何かよからぬことをたくらんでいるのだと、思われました。わたしは連中とさまざまの悪事をいっしょにやって来たけれど、かれらには忠誠を尽してきました。それは恐怖心から出たことであり、 たしはずっと恐怖をはぐくんで来たのです。わた はマティイスがとんでもない悪党であることを知っていましたが、当人はわたしに逃げ出す気があるのではないか、と尋ね、らにけっしてだれにも口外するな、といいました。さもなければわたしは連中から暇をもらってい ことでしょう。
馬屋からもどったとき、すでに第二の殺人がおこなわれていた です。なぜなら、マティイスといっしょに二階へ来るようにいわれたからです。
かれらが恐ろしい行為をしでかしてい に すでにわたしは気づいていま た。わたしは馬屋から帰り屋内に入ったとき 両人は蒼白い顔をしており、そのとり乱した顔つきでわたしをじっと見つめまし 。そして階段 昇っ 行っ とき、ヨンケルの寝室のドアが開けっ放しになっるのを見て、わたしの臆測が正しかっ が裏づけられました。──もう歯痛に悩まなくてもよいぞ。と 部屋 マティイスはぞっとするような苦笑を浮べていいまし 。
ヨンケルはベッドの中に入っていたように見うけられました。着衣は半分脱いでありました。かれは気分が悪くなるような醜いかっこうで、ベ
ッドの下に横たわっていました。ヨンケルはやむなく、ぞっとするような誓言をし のに、連中はそれでもなお安心できず、早晩秘密を漏らされるといった不安にかられ、かれを殺すこ にしたので 恐ろ マティイスは、不幸なヨンケル しばらくじたば させたのち、絞め殺したのです。重々承知していることですが いまわた は恐ろ いマティイス夫婦 知り合い なったことを後悔しています。もちろんわたしはさまざ
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まな悪事を犯して来ましたが、人殺しだけはけっしけやったことはありません。心の中では連中が大嫌いでした。マティイスはそれに気づいていないようでした。
かれは椅子のうえにあった祈
き
祷とう
書を、怒りのあまりずたずたにしました。哀れなヨンケルはそれを開き、ひざまずいて祈願していたようでした。
死体を階下まで引きずりおろすのに、マティイスに手を貸さねばなりませんでした。それが片づいたとき、夫婦はむりやり多量のブランデーをわたしに飲まさせ した。連中によると、景気をつけるためということでした。
その夜のうちに、われわれは商人の死体の衣服をはぎ取ると、死体をそりに乗せ、Ｌ
エル
……村に行く途中にある大きな穴に運び、そこの早瀬に投
げ込みました。翌日の晩には、あらかじめ、マットで包んであったヨンケルの死体を同じような方法で例の穴まで運ぶと、投げすてました。
その後しばらくして、徹底的な捜査がはじまりますと、われわれは慎重を期してかれらの上着もしまつしました。マティイスは、ヨンケルが所
持していた金時計を、ラフェステイン（オランダ西部の町
―
訳者注）という所で宿屋をやっているおいに売り払いました。殺された商人の旅行
かばんはどうなったのか わたしにはわかりません。わたしが知っていることといえば、宿屋の女房はレース類を奪うと、それをタンスの中にしまい、そのカギをじぶんで所持 ていたということです ……
恐るべき人殺しの宿屋に勤める下男 自白にもとづき、治安裁判所は を沈めたという場所において、商人の死体を捜す命をただちに下した。
その死体は、かつてヨンケルの死体を投げすてる場所に決めておいた所からかなり離れ 所 発見された。おそらくそこの水
すい
勢せい
のせいで、死体は
遠くまで押し流されたのであろう。
はじめわれわれは、その下男にもし正直に自白すれば、命の助 ることもあるやも知れない と一るの望みを抱かせた。かれ 自白がきっかけ
となって、殺人のなぞについて くわしい展開がみられたのである。が、下男は、恐ろしい主人のこと 考慮に入れるのを忘れてい なぜなら、かれは怖
おぞ
気け
を覚える夫婦と同じように死刑の判決をいい渡されたからである。おそらく主人夫婦とおなじように、どうしようもない悪党とみられ
たためであろう。いまこ 猫かぶりは、正直に真実を語ったわけではなかっ 。が、そらとぼけことによって、法律の報復を逃れよう た。
なぜなら、かれにたいして死刑の宣告が下され、懺
ざん
悔げ
聴聞僧が牢獄を訪れたとき、かれはまだ良心にまったく目覚めてはいなかったからである。
しかし、このときはじめて、商人の殺害に手を貸したことを言明し 。
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三人の悪党は、処刑のためにＧ
ヘー
……の町の郊外にある刑場に連れて行かれた。荷馬車にのり、死刑執行場に運ばれるとき、下男だけが悔悛の情
をあらわにした。十字架にくくりつけられても、聴聞僧に請ひ、父
ファデル・オンス
なる神のために祈ることを願った。宿屋の女房のほうは、三人の中でもいちば
ん手こずった。
亭主がまっ先に処刑されたのであるが、かれが処刑台に上ってゆくとき、女房は馬ドロボーと声をかけた。
─
お前さんはなぜそこにいて、泣
いているのかえ？悪党らしくおし。ロープで首をしめつけられるのがこわいのだろう？
彼女の夫はアベマリアの祈りをとなえつづけ、死
し
出で
の旅へとむかった。
完
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